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社会福祉法人 緑 水 会 

理事会・評議員会・監事会の開催 

各事業所の運営状況報告を受け、補正予算の審議、今後の事業の方向性の検討と、

各事業所の予算の見直し、変更に伴う諸規程類の改正審議等について審議を行った。 

コロナウィルスの影響で書面議決制度に基づく検討、議決を行った。 

下記のとおり理事会５回、評議員会４回、監事会１回を開催した。 

 

         令和４年度 理 事 会 の 開 催 状 況 

開催月日 会 議 名 主 要 議 題 

６月６日 

（月） 

第１回 

理 事 会 

令和３年度緑水会及び桧原苑事業報告及び会計収支決算報 

告について 

令和３年度ひのきのその事業報告及び会計収支決算報告に 

ついて 

令和３年度生活支援センターフィレ事業報告及び会計収支 

決算報告について 

令和３年度監事監査報告 

自転車等機械振興事業に関する補助金交付決定について 

社会福祉法人緑水会理事長中村甚継 理事長職辞任について 

社会福祉法人緑水会評議員会の招集について 

理事長職務執行状況報告・第三者評価結果について 

８月１７日 

（水） 

第２回 

理 事 会 

自転車等機械振興事業に関する補助金により特殊機械浴槽 

整備の入札について 

９月２０日 

（水） 

第３回 

理 事 会 

自転車等機械振興事業に関する補助金により特殊機械浴槽 

整備の入札結果及び契約締結について 

令和４年度 緑水会及び桧原苑第１次補正予算案について 

社会福祉法人緑水会評議員会の招集について 

１２月２日 

（金） 

第４回 

理 事 会 

 

令和４年度 緑水会及び桧原苑第２次補正予算案について 

桧原苑就業規則の一部改正について 

ひのきのその移転について 

社会福祉法人緑水会評議員会の招集について 

理事長職務執行状況報告 
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令和５年 

３月１７日 

（木） 

第５回 

理 事 会 

 

令和４年度緑水会及び桧原苑第３次補正予算案について 

令和４年度ひのきのその第１次補正予算案について 

令和４年度地域生活支援センターフィレ第１次補正予算について 

令和５年度緑水会及び桧原苑事業計画案及び予算案について 

令和５年度ひのきのその事業計画案及び予算案について 

令和５年度地域生活支援センターフィレ事業計画案及び予算案に

ついて 

ひのきのその移転について 

社会福祉法人緑水会評議員会の招集について 

理事長職務執行状況報告 

 

令和４年度 監 事 会 の 開 催 状 況 

開催月日 会 議 名 監 査 状 況 

６月２日

（木） 

第１回 

監 事 会 

令和３年度 社会福祉法人緑水会及び各事業所の 

事業報告、会計経理処理、収支決算の監査実施 

 

令和４年度 監事の理事会、評議員会出席状況 

開催月日 会 議 名 主 要 議 題 

６月６日 

（月） 

第１回 

理 事 会 

第１回理事会議題参照 

監事監査報告（６月２日実施） 

６月２４日 

（金） 

第１回 

評議員会 

第１回評議員会議題参照 

監事監査報告（６月２日実施） 

８月１７日 

（水） 

第２回 

理 事 会 
第２回理事会議題参照 

９月２０日 

（水） 

第３回 

理 事 会 
第３回理事会議題参照 

９月３０日 

（金） 

第２回 

評議員会 
第２回評議員会議題参照 

１２月２日

（金） 

第４回 

理 事 会 
第４回理事会議題参照 

１２月１４日

（木） 

第３回 

評議員会 
第３回評議員会議題参照 

令和５年 

３月１７日 

（木） 

第５回 

理 事 会 
第５回理事会議題参照 

 ３月２９日 

（水） 

第４回 

評議員会 
第４回評議員会議題参照 
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令和４年度 評 議 員 会 の 開 催 状 況 

開催月日 会 議 名 主 要 議 題 

 

６月２４日 

（金） 

 

第１回 

評議員会 

令和３年度緑水会及び桧原苑事業報告及び会計収支決算 

報告について 

令和３年度ひのきのその事業報告及び会計収支決算報告に 

ついて 

令和３年度生活支援センターフィレ事業報告及び会計収支 

決算報告について 

令和３年度監事監査報告 

自転車等機械振興事業に関する補助金交付決定について 

理事長（常務理事）の報酬について 

理事長職務執行状況報告・第三者評価結果について 

９月３０日 

（金） 

第２回 

評議員会 

令和４年度緑水会及び桧原苑第１次補正予算案について 

自転車等機械振興事業に関する補助金により特殊機械浴槽 

整備の入札結果及び契約締結についての報告 

１２月１４日 

（木） 

第３回 

評議員会 

令和４年度緑水会及び桧原苑第２次補正予算案について 

ひのきのその移転について 

桧原苑就業規則の一部改正について（報告） 

理事長職務執行状況報告 

令和５年  

３月２９日 

（水） 

第４回 

評議員会 

令和４年度緑水会及び桧原苑第３次補正予算案について 

令和４年度ひのきのその第１次補正予算案について 

令和４年度地域生活支援センターフィレ第１次補正予算案 

について 

令和５年度緑水会及び桧原苑事業計画案及び予算案について 

令和５年度ひのきのその事業計画案及び予算案について 

令和５年度地域生活支援センターフィレ事業計画案及び予算案

について 

ひのきのその移転について 

理事長職務執行状況報告 

 



 

4 

社会福祉法人 緑 水 会 

理事、評議員、監事 定数    

理    事  ６名 

                評  議  員  ７名 

              監     事  ２名        

  第三者委員 定数       ２名 

  評議員選任解任委員 定数    ３名 

     

  経営事業                    ３施設 １６事業 

（１） 桧原苑 の経営              （４事業） 

東京都西多摩郡檜原村５６５０－８ 

       

○指定介護老人福祉施設、特別養護老人ホーム 

○短期入所生活介護事業 

○居宅介護支援事業 

  ○障害者短期入所事業 

 

（２） ひのきのその の経営           （５事業）  

  東京都西多摩郡檜原村５３５４－６ 

        

○就労継続支援Ｂ型事業 

○障害者等相談支援事業 

○指定特定相談支援事業 

○指定障害児相談支援事業 

○指定一般相談支援事業  

 

（３） 生活支援センターフィレ の経営      （7 事業） 

  東京都あきる野市二宮６７０番地５ 秋川健康会館 

        

    ○地域活動支援センターⅠ型事業 

    〇障害者等基幹相談支援センター事業 

    ○障害者等相談支援事業 

    ○指定特定相談支援事業 

    ○指定障害児相談支援事業 

    ○指定一般相談支援事業 

    ○障害者虐待防止センター事業 
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令和４年度 桧原苑 事業報告 

 

１．事業実施報告 

令和４年度も、新型コロナウイルス感染予防対策により、ご家族や地域の方

を招いて行う行事は全て中止し、施設内でご利用者が交流を図る行事は縮小す

る方法で事業を行ってきた。また、全職員には感染予防に必要な行動の徹底や

感染防止研修を実施すると共に、初動訓練やガウン着用訓練等を実施すること

で感染予防に努めてきた。このような状況の中、12月にご利用者の陽性が発

覚し、最終的に11名陽性（重症者1名）となってしまった。上記の施設内感染

を踏まえ、ご利用者が“安心・安全・安住”に暮らせるよう職員全員が更に感

染対策に努め、“自分も利用したい”施設を目指してきた。 

総務課は、職員確保を確実にする為、新たにインドネシアから２名の技能実

習生を採用すると共に、技能実習３年が終了したインドネシア人２名について

は、退職（帰国）することなく特定技能に移行することができた。その他、業

務の見直しや残業代・光熱費等コスト削減に努めながら、事業が予算に沿い執

行されているかを常に把握し、無駄な支出を無くすよう努めてきた。 

相談課は、７月からの新体制でご利用者・ご家族に寄り添った相談援助等を

きめ細やかに行ってきた。また、高い入居率を確保するため、西多摩特養ガイ

ド等を活用し、入居待機者の確保や迅速な入退居の対応を行った。今年度は入

退居者が14名減少したものの、昨年度より入院者が増加したことから入居率

を上げることができなかった。しかし施設全体で短期入居者の受け入れを迅速

に行ったことで、97.68％（昨年度より0.05％減）の入居率が維持できた。そ

の他、特例入所の入居及び、生計困難者等に対する利用者負担軽減制度を適用

し、低所得者の方も入居が可能となるよう努めてきた。 

介護課は、係毎に次の通り取り組みを行ってきた。健康管理係は、主治医及

び他職種と連携をし、早期入院対応に繋げると共に、施設で最期を迎える方に

対しご利用者・ご家族の意向に沿いながら看取りケアを行ってきた。また、新

型コロナウイルス等感染症蔓延防止対策や喀痰吸引等医療的ケアの向上にも努

めてきた。栄養管理係及び調理係は、近隣の畑で育てた野菜や地元で採れた野

菜を献立に反映させ、ご利用者や配食サービスを受けている方々が季節を感じ

てもらえるよう取り組んできた。リハビリ係は、理学療法・作業療法・音楽療

法を定期的に行うと共に、介護職員へ日常生活動作上での介助方法の提案・指

導を行い、ご利用者の身体機能維持向上に努めてきた。生活支援係は、コロナ

禍のため今年度も外出行事が難しい中、ユニット毎の行事、手作りおやつ、季

節を感じていただける装飾等、余暇活動の充実に努めてきた。 
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２．ユニットケアについて  

 暮らしの継続・個別ケアを念頭に「その人らしさアンケート」を実施し、ご

利用者やご家族から生育暦及び要望を聞き取り、外出や行事の企画、援助の方

法等、心のこもったケアが提供出来るように努めたが、コロナ禍のため外出や

行事については中止や縮小せざるを得なかった。ケア時間・ケア内容を見える

化した２４時間シートをご家族へ送付し、「ユニットで過ごすご利用者の一日

（意向・好み）」「自分でできること」「サポートが必要なこと」を伝えるこ

とができた。 

 

３．施設サービス計画の充実 

介護支援専門員を中心とし、介護（居室担当者）・相談・看護・リハビリ・

栄養の担当者で構成したサービス担当者会議を定期的に行い、ケアプランの作

成に努めてきた。この会議には、双方の信頼関係を築くために、事前にご要望

を伺うと共に、ご利用者及びご家族も出席いただいていたが、コロナ禍のため

今年度も控えさせていただいた。 

 

４．多職種連携のケア 

 主治医が檜原診療所の医師であるため、急変時に迅速な対応をしていただけ

ると共に、看取りケアについては、主治医によるご家族への説明もしていただ

けるため、ご家族と各専門職が「安心」して、ご利用者の看取りケアや早期入

院等治療に取り組むことができた。今年度も、亡くなられた方の７割以上が施

設で亡くなられている。高齢化・重度化が進む中、特養の役割・機能として

「看取りケア」は重要であるため、主治医の指示のもと、看護職・介護職を中

心に多職種の連携強化に努めた。また、口腔機能維持も重要であるため、歯科

医師・歯科衛生士との連携強化にも努めた。 

 

５．事故防止 

ご利用者の安全のために人員確認、施錠の確認、危険箇所の点検については、

徹底してきた。センサーベッドや超低床ベッドを有効活用すると共に、今年度

もリハビリ係と介護職員との連携を強化し、転倒防止及びそれに繋がる気づき

について情報を共有し事故防止に努めた。今年度、保険者に報告する重大事故

が21件と大幅に増加（前年度比で13件増）した。そのため重大事故や重大事

故につながる恐れの高い事象を優先的に原因分析・対策を安全対策委員会主導

で行い、重大事故を未然に予防すると共に、個々の職員への指導育成に努めた。 
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６.経営の安定 

 経営状況に直結している入居率は、今年度は 9 7 . 6 8％で昨年度より 

0.05％減と大幅な減少には繋がらなかった。原因としてご利用者の入退去が、

昨年度と比較し 1 4名と少なかったからと考える。しかし入院者は延べ

429日で、昨年度比で287.9％増であったことから、緊急及び空床ショートス

テイの迅速な対応により、大幅な入居率低下に繋がらなかったと考える。人財

確保については、学校訪問･職安や広告媒体等を活用し人員配置基準を満たす

よう努めてきた。また、外国人技能実習生（2期生）の受入や、外国人技能実

習生（1期生）から特定技能に２名移行することで人財確保に繋げた。その他、

業務の見直しによる残業の削減及びプロジェクトを中心に電気･ガス・水道使

用量の削減や物品を大切に扱う等、職員全員がコスト意識を持つよう努めた。 

 

７．自ら考えて行動できる人財育成 

 職員に求められるそれぞれの専門性と役割・責任意識、マネジメント能力

の向上に向け、役職者が講師となり全職員を対象とした研修を実施した。また、

次期リーダー育成のための階層別研修も実施し、人財育成に努めた。 

  

８．業務の効率化と標準化 

 “マニュアル小委員会”により、業務マニュアル（手順書）の作成・見直

し、また、新人研修マニュアルの見直しを行い、ケアの“見える化”に努め

業務の効率化・介護負担軽減・介護力の標準化・離職防止を図った。 

 

９．職員の資質の向上及び資格取得 

職員が講師となり、介護支援専門員・介護福祉士・社会福祉士の試験勉強会

を定期的に行った。今年度も残念ながら介護支援専門員の試験に合格する職員

はいなかったが、介護福祉士試験に３名（特定技能外国人２名含む）、社会福

祉士試験に１名の職員が受験し合格した。また、認定特定行為業務従事者認定

（口腔内の喀痰吸引認定）の講習を２名の職員が受けて認定された。  

 

10．施設環境整備 

 建物・付属設備・備品等を定期的に点検、不具合箇所等は随時修理を行って

きた。また、環境整備委員会が中心となり、職員全員が５Ｓ（整理・整頓・清

潔・清掃・躾）を意識するよう努め、建物の環境維持を図ってきた。床の清掃

については、日々職員が行い美観に努めた。今年度、JKA補助金（福祉機器の

整備）の交付を受けて、特殊浴槽（２台）設置することができた。 
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11．防災対策（BCP） 

消防訓練は、昼間及び夜間を想定し毎月行い、10 月には、五日市警察・笹

野自治会・地域の消防団と共に、防犯訓練（さすまたの使用及び護身術）や合

同災害訓練（地域消火栓使用訓練）及びコロナ禍での福祉避難所としての対応

方法等防災に関する意見交換を実施した。 

その他、ＢＣＰ（事業継続計画）、新型コロナウイルス感染症対策等のマニ

ュアルの見直しや各種訓練を実施すると共に、SNS を活用した緊急連絡の仕

組み（LINE WORKS）を新たに構築し、有事の際迅速に対応できるよう体制を

整えた。 

 

12．檜原村（行政・地域）との連携 

檜原村主催の介護認定審査会・介護保険運営協議会・事業所連絡会等に桧原

苑として出席し、行政との連携を図ってきた。檜原村社会福祉協議会からは配

食サービス事業の委託を受け、デイサービスに通所している方々や在宅で過ご

している高齢者の方々に食事の提供を行ってきた。行政からは、通所入浴サー

ビス業務の委託を受け、入浴サービスを提供した。その他、例年では地域の老

人会の方々やひのはら保育園・檜原小中学校の児童や生徒を施設に招き、ご利

用者と交流を図っていたが、コロナ禍であるため全て中止した。 

 

13．第三者評価の受審 

 評価機関「（株）ハッピーネットワーク」により、第三者評価を実施した。

ご利用者からの聞き取り調査、ご家族アンケート、職員アンケート、施設訪問

調査等が行われ、専門的な観点から評価を受けた。結果については、真摯に受

け止め、改善を図りサービスの向上に繋げていく。 

 

14．在宅福祉 

 当居宅介護支援事業所は、要支援及び要介護者が住み慣れた地域で生活を続

けていけるよう、保険者（市区町村）や檜原村地域包括支援センター、医療機

関等と連携を図ってきた。今年度も緊急の居宅介護支援やショートステイ等の

依頼が多く、積極的に受け入れを行い、ご利用者及びご家族の負担が軽減する

よう支援に努めてきた。その他、障害者短期入所事業については今年度もご利

用はなかった。 

 

以下、個々のサービス提供状況については各表にて示した。 



配 置

採 用 退 職

（異動）（異動）

1 1 1(1) 1(1) 1

0 1 1(1) 0

1 1 1

3 3 3

2 3 1(1) 2 2

1 1 1

35 36 9 10(1) 35

4 3 1 4

1 1 1

6 6 6

1 1 1

22 23 4 5 22

2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 2

5 5 5

2 3 1 2

1 1 1

1 1 1

92 96 18 22 92

（　）内は異動職員数

事 業 実 施 概 要

令和5年3月31日現在

施　　　設　　　名 開　苑　年　月　日 定　　員 職　員　数 施  設  長　

（指定介護老人福祉施設）
昭和56年12月2日 120名 92名 渡邉　昇

特別養護老人ホーム桧原苑

１．職員配置状況

（１）職員配置状況 （２）資格等保持者の状況

職　　　　種

移 動 状 況 資 格 等 種 類 現在員
令和4年度
取得者

現 在
員

期 首
員

期 末
員

社 会 福 祉 士 3 1

介 護 福 祉 士 48(41) 3

施 設 長 介護支援専門員 6(1) 0

副 施 設 長 社会福祉主事 8(2) 1

居宅事業担当員 保険請求事務 3 0

事 務 員
介 護 職 員 実 務 者
研 修 終 了 19(18) 3

生 活 相 談 員 ヘルパー１級 0 0

介護支援専門員
介 護 職 員 初 任 者
研 修 終 了 0 0

ケ ア ワ ー カ ー ヘルパー２級 20(18) 0

看 護 師 看 護 師 4 0

栄 養 士 准 看 護 師 2 0

調 理 員 管 理 栄 養 士 1 0

機 能 訓 練 職 員 栄 養 士 1 0

非
常
勤
職
員

ｹ ｱ ﾜ ｰ ｶ ｰ 調 理 師 5(2) 0

調 理 員 保 育 士 1(1) 0

看 護 師
ア セ ッ サ ー
（ 評 価 者 ） 11(8) 0

10

事 務 員 レベル認定者 9(8) 0

ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ人材 喀 痰 吸 引 36(31) 2

精 神 科 医 (   ) 内は介護職員数

合　　　計

OT・ PT・ MT

内 科 医 計

9



回数

12

14

10

6

9

99

130

総　数 施設長 事　務 直接処遇 栄養士 調理員 その他

3 4 3 1 無

18 27 9 11 7 有

3 3 1 2 有

5 7 1 1 5 有

7 7 7 有

7 7 4 3 無

19 40 5 14 21 有

対象

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

全職員

職員倫理規程及び行動指針　 渡邉施設長

看護師

感染症の予防と対策について　 青梅総合病院医師

看取りケア取り組み報告 生活支援係

特別養護老人ホームにおける看護職員と
介護職員によるケア連携協働（たん吸引）

令和5年度事業計画について 渡邉施設長

人権擁護・身体拘束廃止について(1月分) 大町相談員

ユニットの取り組みについての報告会 質の向上小委員会

令和3年度第三者評価について 評価機関

檜原村（包括・社協・他）

4月20日

防火・防災の対策について 防火管理者

食中毒の予防について 勝井管理栄養士

事故防止及び令和3年度事故分析について 安全対策委員長

2月15日

シルバーサービス振興会

東 京 都 西 多 摩 保 健 所

参　　　加　　　延　　　人　　　数

実　施　月　日 講　師　等

（３）職場内研修会開催状況

そ の 他

主　　催　　者

東 京 都 福 祉 保 健 財 団

全職員（各係及びユニット代表の参加）12月・1月資料配布 

3月15日

12月15日

5月18日

6月15日

7月20日

8月17日

9月21日

10月19日

11月16日

ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 担 当 者 会 議

東 社 協

（２）研修参加状況（リモート研修含む）

記録の
有無

回　数

東 京 都

　　施設内諸活動報告

（１）各会議開催状況

開催日

第2月曜日

名　　　称

管 理 監 督 者 会 議

参　　　加　　　職　　　種

理事長　事務局長　施設長　副施設長　各課長

１．会議・研修・委員会開催状況

施設長　副施設長　各課長　各係長　

ケアマネ 相談員　ケアワーカー 看護師 管理栄養士 機能訓練指導員　他

主 任 会 議 第3火曜日

随　　 時

第3水曜日

係 長 会 議 第2火曜日

職 員 全 体 会 議

厨 房 会 議

2月15日

褥瘡についての取り組み 褥瘡委員会

係長　管理栄養士　調理員（施設長・介護課長）

随　　 時 各主任又はユニットリーダー　ケアワーカー　他

副施設長　介護課長　各係長　各主任　他

研　　修　　テ　　ー　　マ

随　　 時

ユ ニ ッ ト 会 議

10



回数

環 境 整 備 委 員 会 10 各部署代表委員
施設内清掃について話し合いを行うとともに、換気

扇・加湿器等の定期清掃を実施する。遺留品の処分も
委員会で担当し実施した。

防 災 委 員 会

火災や地震等による災害からご利用者を守り、また
未然に防ぐため、実践に即した防災訓練を定期的に実
施した。その他、住民受け入れ訓練や五日市警察署よ
り防犯に関する講義・笹野地区との合同避難訓練を実
施した。

研 修 委 員 会

防火管理者
施設長
代表委員

各部署代表委員

12

12

安 全 衛 生 委 員 会

12

33

職員研修体系の見直しを行った。新人研修は入職後
からの期間を分けた内容を検討し、また階層別研修を
行うために研修内容について検討を行った※令和５年
度より実施予定、３月に中堅研修を開催した。職員全
体研修は上半期、下半期と分けて開催した。

介護事故の防止・減少の為、発生した事故や想定さ
れる事故に対し、多職種で検討、対策、モニタリング
を行い対策の検証までを実施した。また、令和4年度で
は事故・ヒヤリハット報告書に関するアンケート調査
を実施。調査結果をもとに事故の影響度分類を策定。
令和5年度から運用を開始する運びとなった。

新型コロナウイルスの感染防止のため、随時開催を
強化し、新型コロナウイルス感染防止マニュアル作
成・研修・面会制限（リモート面会）・蔓延防止対策
などについて話し合った。令和4年度12月後半、新型コ
ロナウイルスにご利用者が感染してしまった。

安 全 対 策 委 員 会
施設長
各部署代表委員

施設長・課長
係長・代表委員

施設長
課長・係長
代表委員

12

（４）各委員会活動状況

ストレスチェック（メンタルケアの推進）及び定期
的な職場環境チェック（設備・環境）を行い、改善が
必要と指摘された場合は、修理等を実施し、働きやす
い職場作りに努めた。※令和４年度休職者（３名）※
労災申請（２名）

施設長・課長
係長・相談員

12
施設長・課長
係長・代表委員

要望・苦情委員会

13入 居 判 定 委 員 会

令和３年度より新たに運営基準に定められた『虐待
防止』の対策を検討する委員会、身体拘束廃止委員会
と一体的運営を行った。また身体拘束・虐待防止の適
正化のための研修を行った。なお今年度は虐待に該当
する行為は無かったが、コロナ陽性となったご利用者1
名、3原則の基、身体拘束を行った。

施設長・課長
係長・代表委員

委　員　会　名 対象職種

原則月１回開催。正式な苦情及び口頭での要望にも
対処できるよう努め、要望に対する検討も行った。ま
た、不適切ケア項目の見直しや、ご利用者懇談会にお
ける意見のフィードバックを行い、サービス向上に努
めた。

原則月1回開催。新規入居申込状況と待機者の確認及
び入居順位の検討を行った。入居稼働率、入退居状況
の確認を行うとともに積極的な受け入れを審議し、緊
急性を要する件については、臨時入居判定委員会を開
催し、迅速な入居調整に努めた。

活動内容

虐 待 防 止
身体拘束廃止委員会

13

感染症対策委員会

11



回数委　員　会　名 対象職種 活動内容

生 活 向 上 委 員 会 27 各部署代表委員

【質の向上小委員会】各ユニット年間を通して取り組
みを行い2月に発表を行った。また移動ワゴンを活用し
アイス販売を行った。
【職員交流小委員会】職員交流として竹を加工したベ
ンチ作りや行事（だるま等）で使用する作品を各ユ
ニットで作成した。
【マニュアル小委員会】各種マニュアルの見直し、感
染症対策に関するマニュアル作成を行った。

褥 瘡 対 策 委 員 会 12 各部署代表委員

広報・編集委員会 9 各部署代表委員

「苑だより」を年３回発行。今年度は116号から118号
を発行した。また、ホームページやツイッター等のＳ
ＮＳでご利用者の生活の様子や、施設の活動を掲載
し、地域やご家族等に情報発信を行った。ＹｏｕＴｕ
ｂｅによる動画配信も行い、時代に即した広報活動を
行った。

委員会を開催し、情報共有により早めの褥瘡予防に努め
た。褥瘡発症者の早期治癒に向け、対応の協議・確認を行っ
た。クッションなどの管理は毎月行い、褥瘡処置対応者への
書式などの見直しを行った。感染症対策後のADL低下に伴い、
活動量の低下から褥瘡者、予防者の増加が見られ、次年度の
課題としたい

アクティビティ委員会 6 各部署代表委員

アクティビティ委員会は、施設全体の行事計画を作
成し、感染対策しながら、花見・花火大会・紅葉狩
り・苑内初詣・節分等、季節を感じていただく行事を
提供し、ご利用者に楽しんで頂く事が出来た。

各部署代表

プロジェクトを開催し、苑内保育のニーズを把握す
ると共に、託児の実施場所及び必要物品の検討を行っ
た。令和4年は、職員からの要望で小学生を対象にした
苑内学童を実施していく。

外国人介護受入委員会 9 各部署担当者

外国人技能実習生（令和2年度2名）及び特定技能
（令和3年度2名）の受け入れに伴い、介護指導・生活
指導・日本語教育等の課題を整理すると共に情報を共
有し、各担当の役割・必要物品の選定・職員研修の企
画等を行った。令和４年度は技能実習生２名受入れ
た。※8月、1月、12月は感染症対策の為開催を中止し
た。

夏 祭 り 実 行 委 員 会 4 各部署代表委員

コロナ禍で出来る夏祭りを実行委員会で検討し、ご
利用者対象の夏祭り（盆踊りや職員出し物）をユニッ
ト毎に1階地域交流スペースで行い、ご利用者にお祭り
の雰囲気を感じていただいた。

HINOHARAEN フ ァ ー ム
プ ロ ジ ェ ク ト ― 各部署代表

地産地消の取り組みの一つとして、近隣の畑を借り
て、様々な野菜を育て、ご利用者に提供した。また、
施設内の庭に花を植え育てる活動を行った。地産地の
食材で食事を提供すると共に職員間交流に繋がった。

コ ス ト 削 減
プ ロ ジ ェ ク ト 3 各部署代表

プロジェクトを開催し、「コスト削減（電気・ガ
ス・水道・コピー用紙など）」「物を大切に扱う」を
検討課題として取り組み、具体的には裏紙の再利用な
ど、経費削減と共に職員のコストに対する意識改革に
繋げた。

苑 内 保 育
プ ロ ジ ェ ク ト 1
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☆ 3

◎ 9

☆ 3

◎ 9

☆ 3

◎ 9

☆ 3

◎ 9

☆ (夜間体制下の訓練)◎ (昼間訓練) BCP（事業継続計画）

　10月20日に五日市警察署・檜原村笹野自治会・檜原村消防団・桧原苑による合同防災訓練を実

施し、五日市警察署5名・笹野自治会1名・檜原村消防団1名･桧原苑13名の計20名が参加した。

　今年度は、五日市警察署より「防犯」に焦点を当てた指導をしていただき、不審者対策（さす

（３）その他の防災訓練実施状況

自 衛 消 防
隊 員 訓 練

◎
BCP

☆ ◎
消火栓操法
訓 練

◎
BCP

◎ ☆ ◎ ☆ 

☆◎ ☆
◎
BCP

◎

◎

◎

◎
BCP

◎ ◎

◎
BCP

◎ ◎

◎ ◎
◎
BCP

◎
BCP

通 報 訓 練
◎
BCP

◎ ☆

◎

計

☆ ◎

◎

消 火 訓 練
◎
BCP

◎ ☆ ◎ ☆ 

◎
◎
BCP

☆ 避 難 訓 練
◎
BCP

◎ ☆ ◎ ☆ 

9 10 3

◎
BCP

◎

11 12 1 2

◎

　　　実施月
　

4 5 6 7 8

5/6　8/1　11/1　2/1

作動・性能
警報、消火、避難各設備 4/20       11/8　

試 験 ・ 他

（２）防災訓練実施状況

２．防災訓練等実施状況

（１）防災設備、器具等の点検実施状況

点 検 項 目 設備等の区分 点検実施日

外観的事項

避　難　設　備 同上

警　報　設　備 同上

またの扱い方や護身術など）を実技を交えて実施した。

  災害時の参集訓練では、スマホのLINEWORKS機能を活用した参集訓練の導入を検討した。

破損・変形 消　火　設　備
　 　4/4　5/6　6/1　7/5　8/1　9/1　

　10/7 11/1 12/1 1/12 2/1 3/1

煙感知機設備 同上

建 築 物 建築内外点検
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　　⑤施設管理関係書類の整理、保管に努めた。また、各種マニュアルについては、必要に応じ

　　②施設内外の設備定期点検を実施し、保安管理に努めると共に、安全性の向上を図った。

　　③冷暖房設備・加湿器・リネン等が効率良く稼働するように、定期的な点検・清掃・業者と

　　　の調整業務を行った。また、職員によるポリッシャーを使用した床洗浄も行った。

　　　　 リモートによる面接を実施し、２名の採用に繋げた。介護業界の人財不足を踏まえ、ホームペー

　　　　 ジも含めた媒体を活用した採用活動を行った。また技能実習生２名が特定技能へ移行することで

　　　　 継続雇用に繋げ、人財確保とサービス提供の安定に努めた。

　　①防災委員会と連携して、毎月消防訓練計画を消防署に提出し、事業計画に沿って防災訓練

　　④車両管理では、定期的な点検・清掃業務を実施し、安全性・快適性の向上を図った。

　　　また、新たにアルコールチェックを導入し、事故なく運転業務を遂行できた。

　　総務課活動報告

１．総務課活動報告

　　①施設の方針に従い、ハラスメント規程など諸規程の見直しを必要に応じて行った。

　　②職員に事故が無いよう労働環境に配慮し、安全衛生委員会を通じて職場環境のチェックを

　　　実施。必要に応じた修繕及び改善を試みた。

　　　い必要に応じ備品購入、修繕を行った。また、燃料価格高騰による水道光熱費の支出（主

　　④外部研修やリモート研修（自己啓発援助等）については、各課へ研修の情報提供を行い、

　　　参加の意思を確認、手続きを行うと共に研修参加状況の把握を行い、人財育成に努めた。

　１）人事・労務

　　②収入、支出の状況を適時把握し、予算に沿った事業が執行されているか常に状況把握を行

　　③人財確保の為、学校訪問による求人票配布・媒体を利用した採用活動により人員配置基準

　　　を満たし、減算とならないよう努めた。しかし、コロナ禍という事もあり、思うように活

　　③事業計画における行事及びユニット単位の予算執行状況を把握し、物品発注の際は適正な

　３）庶　務

　　②窓口における接客・対応において、来客者に好印象を持っていただけるよう努めた。

　　　価格であるか確認し、手配した。また、感染予防に関する備品の確保にも努めた。

　　①文書管理規程に基づき、各種届出・記録・受付文書等を整理し、保管に努めた。

　　　に電気料金）も大きく、施設経営に大きな影響を与えたため、支出を最小限に抑えるよう

　２）会　計

　　　例年以上に節電に力を注いだ。

　４）施設管理

　　　て更新するよう努めた。

　　（昼間想定消防訓練・夜間想定消防訓練・震災訓練）を実施した。また、今年度もコロナの

　　　影響により、毎年参加している自衛消防訓練技術審査会は開催されなかった。

　　①経理規程に則り、適正な伝票処理及び帳簿の作成、月次報告を行った。

　　　　 動は出来ず、新規採用も応募が少ないことから、技能実習生の外国人の受入れを新たに検討し、
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１．方　針

２．活動報告

　え支援を行った。また、施設が常に地域社会の資源としての意識を持ち、円滑な施設利用を援

　助することにより、ご利用者ニーズの充足と施設経営の安定化に努めた。

　１）ユニット型特養としての対応

　　　ユニット型施設運営に伴い稼働率の維持・向上の為、入退居の推移を見極めながら入居調

　　相談課活動報告

　　稼働率の維持・向上が施設経営に大きく影響するため、令和４年７月に新体制になったが、

　他職種の協力もあり待機者の確保、迅速な入居調整、短期入所の活用で稼働率を維持した。相

　談係は多職種間調整が重要な役割と認識し、ご利用者の尊厳の保持と安心・安全・安住を踏ま

    あり、要望の実現に努めることができた。

　　整を行うと共に、特例入所６名（全入所者数の１/３）や短期入所も積極的に受入れ、地域

　　貢献に努めた。ご利用者の経済面の軽減には、生計困難者に対する軽減制度（社福軽減）の

　　適用により、低所得の方にも入居が可能になるよう努めた。また、西多摩特養ガイドを活用

　　し、緊急性の高い方や困難事例にも積極的な入居調整を多職種連携により行い、様々なニー

　２）相談援助

      ご利用者の身近な相談や要望は傾聴・助言を基本とし、関係部署と協働のうえ、対応に心

　　ズに応え、年間入居率は97.68％（昨年度より0.05％減）を維持することができた。

　　　ご利用者の経済的な部分を含め、行政や制度を活用し、安心して暮らせるよう支援した。

　　　ご利用者の生活を援助するのみでなく、ご家族が安心できるよう各種行政手続き等に関す

　　る相談支援や情報の提供に努め、必要に応じ介護保険制度等の助言や協力を行った。ご家族

    からはご利用者の生活への要望が一番多いが、経済的な相談も多く、きめ細やかに対応する

    事に努めた。今年度も新型コロナウイルス感染予防で面会制限や家族会等も中止せざるを得

    掛けた。また、経済面や権利擁護、制度的な相談に対しては、外部機関とも連携を取り、ご

    利用者が安心して生活できるよう支援した。また、施設内の情報共有をもとに、ご利用者の

　　生活のご様子、体調不良や転倒等について、ご家族等へ速やかに情報提供を行う事に努めた。

　　ご家族と連絡を取る事により、離れて暮らしていてもご利用者を身近に感じていただく事の

　　お手伝いができたと思われる。尚、ご家族への連絡は、ご要望をお聞きできる良い機会でも

　　なかったが、日常の詳細な連絡を行い、ご家族も安心していただけるよう努めた。

　５）行政との調整・制度の活用

　３）リスクマネジメント

　　　ご利用者の安全については、安全対策委員会及び係長会議等を通じ、環境整備や予防につ

　　いて具現性を重視した取組みに参画し、事故防止に努めた。事故発生の際は多職種連携で原

　　因分析及び再発防止に努め、ご家族へ詳細に報告を行うことで信頼関係の構築に努めた。

　４）ご家族への支援
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（２）性別及び年齢の状況

男 女 全体

0

12 20 19 20 6

9 2

男

3

327 5

0 0

0

84

4

1

１．入退居状況

入居者の保険者別推移は、区部、市部、郡部、他県共に変わらず幅広く入居されている。
新規相談については、西多摩特養ガイドの活用により、幅広い地域からのニーズに対応出来
た。入居者数では、区部が1名減、市部が2名増、郡部が同数、他府県が1名減となり、引き続
き遠方から近隣までの要望にも幅広く対応し、地域のニーズを反映する事ができた。年齢の
状況では90歳以上の方が全体の5割近く在籍されている。自立度の高い方も多く年齢別にみる
と100歳を超えた入居者は、6名、平均年齢は89.04歳で微増（＋0.66増）ではあるが年々増加
傾向にあり長寿化が窺える。できるだけ健康で元気に過ごしていただけるよう、今後も自律
支援を念頭に置いた支援を心掛けて行く。

（１）保険者別入居状況 令和5年3月31日現在

区 市 町 村 名 男 女 計区 市 町 村 名

1

女 計

東 大 和 市 1 0

2 2

足 立 区 0 1 1

青 梅 市

1世 田 谷 区 0 2 2

3文 京 区 0 2

0 1 1

武 蔵 村 山 市 1 0

4江 東 区 1 0 1

国 分 寺 市 0 1 1練 馬 区

檜 原 村1

府 中 市 2 2

町 田 市 0 11

川崎市（神奈川県）

千 代 田 区 0 1 1

1 0 1

1

豊 島 区 0 3 3

50

小 平 市

江 戸 川 区 1 0

荒 川 区

2 0

新 宿 区 0

区 部 計 （11） 5 11

1 1

31

2

1

市 部 計 （16） 19

386

瑞 穂 町 1品 川 区

38

1

2

8

45

0

44

10

1

16 郡 部 計 （2） 7

昭 島 市

八 王 子 市 2

東 村 山 市 0 1

0

身 延 町 （ 山 梨 県 ） 0

あ き る 野 市 0 7 7

1

1 1新 座 市 （ 埼 玉 県 ）

2 1 3

和 光 市 （ 埼 玉 県 ） 0

1

1

1

1 3

1

0 1

1八千代市（千葉県） 1

1

宇都宮市（栃木県） 0 1

福 生 市 1 2 3

0立 川 市 2

5 他府県計（6） 1 5 6

三 鷹 市 3 0 3

2 3

清 瀬 市 2 3

4

男

女 0

0

調 布 市 1 1 2 合   計 （35） 32 85 116

60歳
未満

60歳～
64歳

65歳～
69歳

70歳～
74歳

75歳～
79歳

80歳～
84歳

85歳～
89歳

90歳～
94歳

95歳～
99歳

100歳
以上

計

計 0 0 2 7 7

平均年齢 83.38 91.2 89.04

21 27 24 22 6 116
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（４）死亡者の状況

（３）月別入退居状況（入居前及び退居の理由別）

　

入　　　　　居 退　　　　　居

在宅 他施設 病院 計 死亡 在宅
入院

他施設 計

   4月 1 0 0 1 3 0 0 3

　 5月 1 0 1 2 0 0 0 0

6月 2 0 0 2 0 0 0 0

7月 0 0 0 0 0 0 0 0

8月 0 1 0 1 3 0 0 3

9月 2 0 0 2 0 0 0 0

10月 0 0 0 0 0 0 0 0

11月 0 0 0 0 1 1 0 2

12月 3 1 0 4 6 0 0 6

　 1月 2 0 2 4 1 0 0 1

2月 1 0 0 1 1 0 0 1

3月 1 0 0 1 2 0 0 2

計 13 2 3 18 17 1 18

17

2

2 2 2 4

1

5 0 7

128

0

0

2 0 0

1 0 1

00 0

0 0 0

0

09 5

0

2

0

0 0

2

0

0

2

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

3

0

2 2

0

95歳　以上

合       計

0

0

0 1

0

80歳～84歳

7 0

引　　取　　人

男 女 施設

85歳～89歳

90歳～94歳

0

0

1

0

病院等 家族 その他

65歳　未満

入退居状況は、入居数が18名（13名減）で退居数が18名（14名減）と退居された方が例年に比
べ、大きく減少した（入居数も退居数に比例して同様である）。入居経路について、在宅からの
入居が他施設（老健等）及び病院と比較して多く見られることから、在宅サービスでの医療の充
実と、医療機関から退院後に老健等で体調が安定してから入居される事が多いようにも見受けら
れる。在宅からの入居では、特養での医療面での期待も大きく、引き続きこれに応えていく必要
がある。入居受け入れに際しては、緊急度が高い、困難事例や特例入所の受け入れ等を積極的に
行った事で、社会福祉法人としての役割の一端も果たせたと思える。退居については、住みなれ
た施設で最期を迎えたいとの要望が多く、終の棲家として施設を捉えているご家族や後見人等が
多くみられた。またその中でも在宅復帰された方が1名おり、ご利用者やご家族のご意向を踏ま
えつつ今後も安心・安全・安住の施設として社会貢献していく。

※措置入退所含む

ご利用者やご家族からのターミナルケアへの受け入れ要望は、依然として高い。病院で亡くな
られた方も急性期加療目的の入院であるが重症化傾向である。将来的な要望として施設でのター
ミナル希望の方も多く、今後もご利用者、ご家族の要望を受け入れるべく、医療と連携した質の
高い緩和ケアの提供に努めて行く。※新型コロナの感染で１名入院となり、その後病院で亡く
なっている。

年　齢　別
性　　　　　別 死　亡　場　所
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

2 0 1 3 4 1 4 4 1 0 0 2 0

1 1

（７）ご利用者懇談会実施状況

5年以上
10年未満

10年以上
15年未満

1年
以上

2年
以上

3年
以上在苑期間

男

（６）ご利用者在籍期間状況

（改葬△2はご家族・親族引取り）

9 6 0女 13

例年通りに1年未満～1年以上の在籍期間のご利用者比率が高く36.7％（0.5％増）を占めてお
り、新規入居の方による増分となっている。一方で、在籍期間が10年以上の方も8名（昨年比2
倍増）おられ、中には40年在籍されている方がおられる。次年度も終の棲家として、ご利用者
の安心・安全と共に医療面の充実により、健康で安定した生活が営めるよう努めていく。

1年
未満

4年
以上

（５）法人墓地埋葬状況

6

15年以上
20年未満

20年以上

1 013 4 06

計 6

1

4017 26 13

511 34

計

1177 0 17

計

32

856

開催

未実施

開催の有無

未実施

身寄りの無い方、親族と疎遠の方については、ご家族、生活保護実施機関、成年後見人と協
議し、平成29年度に檜原村人里笛吹地区に移転した法人墓地に埋葬・供養を行っている。尚、
令和4年度は永眠された方の法人墓地への埋葬は無かった。今後も親族がおられても、引取りが
困難な場合の受け皿として、菩提寺である檜原村玉傳寺の協力もいただきながら、埋葬の受け
入れを行っていく。

埋葬柱数 58 80

年　　度 S56～H21 改葬

△2

未実施

開催

未実施

9月30日

開催

未実施未実施

未実施

未実施

10月行事・感染症・意見、要望受付・レク

未実施

未実施

2月28日

未実施

3月行事・感染症・意見、要望受付・レク

開催

ご利用者懇談会は原則定期開催し、ご利用者の要望・ご意見等を聞く事により、施設サービ
スへの反映及びサービスの向上を図る事を目的としており、懇談会での内容は係長会議、要望
苦情委員会等で議題提起することにより、施設としての課題を共有し、多職種連携で問題解決
する仕組みとして機能し、サービス向上に繋げている。また、施設からのお願いや行事予定の
説明、生活に関わる情報等も随時お伝えして情報提供を行った。従来懇談会は、1階防災拠点型
地域交流スペースで開催する事としているが、令和4年度も新型コロナウィルス感染症対策の
為、各ユニットでの開催となった。また、感染症対策強化や相談員体制変更等もあり、開催で
きなかった月もあった。ユニットでの開催にはなったが、開催の際は積極的に参加されるご利
用者もおられ楽しみにされている様子が窺えた。現在、ユニット内で過ごす時間が多く、楽し
んで頂ける様に、懇談会資料に、季節の歌・塗り絵等を入れ込み工夫に努めた。

未実施

実施月日

5月25日

未実施

7月21日

未実施

開催

4月行事・お花見・感染症・意見、要望受付・レク3月29日

懇　　談　　会　　内　　容

6月行事・感染症・意見、要望受付・レク

8月行事・夏祭り・花火大会・感染症・冷房・意見、要望受付・レク
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（９）介護度別入居数（延べ日数）

（８）介護度別入居状況（在籍者数）

平均介護度 3.55
入居率

（短期入所含めず） 97.87%
入居率

（短期入所含む） 97.68

計 3,462 3,570 3,510 3,639 3,579

00 0

3,511 3,658

0

3,467 3,296

0 0

3,542 42,153

0 0

3,433 3,486

旧 措 置
（ 介 護 度 5 ） 0 0 0 0 0

0 0

31 365

0 0

31 28

旧 措 置
（ 介 護 度 4 ） 0 0 0 0 0 0 0

30 31

0 0

30 31

0 0

0 0

旧 措 置
（ 介 護 度 3 ） 30 31 30 31 31

旧 措 置
（ 介 護 度 2 ） 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0旧 措 置
（ 介 護 度 1 ） 0 0 0

8,504744 669 684 702

972 961

1,252 15,148

介 護 度 ５ 669 744 720 744 744 720 668 696

1,053 12,419

1,233 1,135

介 護 度 ４ 1,126 1,116 1,080 1,116 1,059 968 986

1,291 1,426

990 992

1,316 1,280介 護 度 ３ 1,217 1,215 1,204 1,302 1,277

467 448

31 699

479 5,018

62 56

介 護 度 ２ 360 402 416 384 406 390 443

60 62

420 403

60 62介 護 度 １ 60 62 60 62 62

1月 2月

118

入居率は令和4年度入居18名、退居18名の状況のなか、行政及び提携医療機関等との連携を深
めることにより、緊急性の高い方や困難事例の入居及び緊急も含む短期入所等を積極的に行っ
た。短期入所は地域中心に受け入れを行い、かつ新規事業所、新規ご利用者も取り込むことで施
設入居と短期入所を合わせ97.68%となった。【昨年比：0.05%減】尚、平均介護度は横ばいであ
る。

介護度 4月 5月 6月 3月 合計7月 8月 9月 10月

117 116118 118

11月 12月

119 117

0

計 117 116 118 118 119 118

0 0

0
旧 措 置
（ 介 護 度 5 ） 0 0 0 0 0 0 0 0

0 00 0

0 0

0 0

1
旧 措 置
（ 介 護 度 4 ） 0 0 0 0 0 0

1 1

0
旧 措 置
（ 介 護 度 3 ） 1 1 1 1 1 1 1 1

0 00 0

1 1

0 0

0
旧 措 置
（ 介 護 度 2 ） 0 0 0 0 0 0

0 0

24
旧 措 置
（ 介 護 度 1 ） 0 0 0 0 0 0 0 0

23 2324 23

0 0

24 23

35

介 護 度 ５ 23 24 24 24 24 24

35 34

42

介 護 度 ４ 38 36 36 36 36 33 32 33

43 4046 46

33 34

41 42

14

介 護 度 ３ 41 40 41 42 42 44

16 16 16

2

介 護 度 ２ 12 13 14 13 14

2

8月 9月

13 13

22 2

1514

介 護 度 １ 2 2 2 2 2 2 1

12月 1月 2月 3月

2

介護度の分布は要介護1～2の方は全体の約13.6％（昨年比3.5％増）である一方、要介護3～5
の方の構成比は依然として高く約86.3％（昨年比-3.5%減）となった。ここ数年特例入所の件数
の増加が要介護1～2の方の増加の要因と思われる。次年度も引き続き地域包括ケアシステムの推
進から、住宅及び家族状況も踏まえつつ、特例入所、緊急性、困難事例、行政からの依頼等につ
いては、介護度のみを問わず、積極的に受け入れを行っていく。

介護度 4月 5月 6月 7月 10月 11月 平均
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　１）ユニット型特養における専門性

　２）個別ケアの実現

　４）人財育成と役割

　　主体と自律支援を念頭に各係の連携を強化し、ケアマネを中心に計画作成に努めた。

　　会、事例検討や事例発表会に取り組んだ。また、委員会活動に於いて、身体機能が低下した

　　体調変化時の情報提供に他職種連携で努めた。また、事故防止とリスクの共有からご利用者

　　　施設サービス計画の作成に当たり、ご利用者ご家族等の要望を踏まえ、看取りケアの充実、

　　アンケートの実施により、不安の解消や改善、向上に努めた。

　　際のご利用者の意向の確認、看取り期の環境整備、親族のご面会、看取り後の職員・ご家族

　６）施設サービス計画・個別機能訓練計画

　　携を念頭に、チームマネジメントの強化を図った。資格取得推進に於いては、認知症基礎研

　　育成と仕事の遣り甲斐や、チーム創りに繋げる研修を実施した。職員交流では他職種との連

　　とから、既存の集中的期間での研修ではなく、入職後の期間に合わせ適切な時期に行う研修

　　形態の検討（来年度より新人研修３回/年)、また次世代リーダー層（中堅）に向けて、人財

　５）ユニットケアの質の向上と職場内研修

　　　ユニット内研修では、ユニット毎に課題とした勉強会・外部研修報告、専門職による勉強

  れの「役割」「責任」「権限」を明確にし“自ら考え行動できる”人財育成を目指した。

　　て、育成指導を図った。

　　修、喀痰吸引研修、介護福祉士資格、介護支援専門員資格取得のための勉強会実施等を通じ

　　・閉じこもらないように）を念頭に個別ケアの提供に努めた。

　３）24時間シートの活用

　　ティと安心に繋がる３つの専門ケア①重度化に伴う医療②看取りケア③認知症ケアと心に寄

　　もあった。また、個々の能力に応じた自律支援（自分でできるように・人と繋がれるように

　　  令和４年度は、ユニットケア（個別ケア）の核となる24時間シートの更なる充実を図るた

　　り添うケア①接遇マナー②コミュニケーションスキルが提供できる人財育成に努めた。

　　　令和４年度は、委員会活動においても『人財育成』に着目し、未経験者受け入れもあるこ

　　・ご家族に周知することで業務の標準化・効率化に繋げた。

　　介護課活動報告

　　ため、暮らしぶりを知ることの重要性、ケア時間の目安の把握から見える化を徹底し、職員

１．方　針

　　 令和４年度も、ご利用者･ご家族の要望を踏まえ“顧客満足度CS”“暮らしの継続”の視点

　　で、「その人らしさアンケート」を実施したが、感染予防の観点から提供できないサービス

２.活動報告

　　　ご利用者の満足度に繋がる、５つの基本ケア①起きる②食べる③排泄④清潔⑤アクティビ

    介護課職員に対する４つの行動基準を徹底　①安全を優先する。②相手の立場に立って行動

  する。③自身の役割を意識する。④ご利用者の大切な時間を守る。同時に各専門職は、それぞ
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　　おやつ・ユニット行事・リハビリ係と協働で口腔体操や転倒予防体操等の充実に繋げた。

　　ができた。今後も引き続き、医師・歯科医師・歯科衛生士等との連携を強化していく。

　　供を引き続き行った。個別ケアへのサービス提供に努め実施に当たり、24時間シートを家族

　２）コロナ禍の中、五感を念頭にケアワーカーによる余暇活動充実のため、装飾強化・手作り

　　や本人の要望に沿った内容に努めた。

　４）新たな試みとしてアロマテラピーを導入し、血行不良、浮腫みの改善や看取り期のサポー

　　のラウンドを計画していたが、今年度もコロナ禍で実施ができなかった。

　　法士及び多職種連携から生活リハビリの推進が図れ、身体機能の維持・向上に繋がった。

３.リハビリ係活動報告

　１）個別訓練計画のモニタリング、理学療法士・作業療法士による再評価を 3ヶ月に 1度行い、

　　個別訓練計画のご家族への送付及び同意をいただき、機能訓練を提供することができた。

２.栄養管理係・調理係活動報告

　１）地産地消に力を入れ、畑を借りて大根や白菜を作るなど檜原村の食材を積極的に取り入れ、

　２）檜原村社会福祉協議会委託による配食サービス及びデイサービスの昼食提供に努めた。

　３）管理栄養士による栄養ケア計画書を作成し、栄養面を把握（栄養アセスメント）すると共

　　に多職種連携により経口維持加算取得を行い、「食事と健康」「経口維持」を強化すること

　　季節を感じていただける食事をメニューに取り入れ提供した。

　３）ユニット内チームマネジメント能力向上のためユニット内研修を実施し「報告」「連絡」

　　の徹底と「相談」のスキルの向上に繋げ、学習する組織としてユニット会議の開催を推進し

　　た。また、次世代ユニットリーダー育成を目的とした階層別研修を開催した。

　１）介護と看護、相談係との連携を強化すると共に、夜間緊急対応マニュアルの見直し、医療

　　情報共有・看取りケア及び喀痰吸引の充実を図ることで、ご利用者の健康と安心に繋げた。

　２）令和 4年度は、コロナ禍のため、ユニット単位の少人数でのグループでの活動、温熱療法

　　や音楽療法などのセラピー、手工芸等を提供し機能を引き出せた。また作業療法士・理学療

　２）死亡者17名の内、施設内死亡者12名、うち看取りケア5名であり、施設の役割“終の棲家”

　４）厨房職員と介護職員やご利用者との交流を図る為、食事懇談会は厨房職員によるユニット

　　看取りケア”の重要性がわかる。ユニットケアの提供と多職種連携により、その人らしく住

　　行った。同時にインフルエンザ及びノロウイルス感染防止も図った。

　　介護課各係活動報告
１.健康管理係活動報告

４． 生活支援係活動報告

　１）ユニット型特養の余暇活動の充実を図るため、“喜ばせるケア”から“喜ぶケア”への提

　　み慣れた環境の中で、人生の最期をご家族と共に穏やかに迎えられる支援ができた。

　３）感染症対策では、職員・面会者・業者の手洗いの徹底・マスク着用・ソーシャルディスタ

　　ンスを促し、新型コロナ感染症の施設内持ち込みと蔓延防止の指導及び入所時の抗原検査を

　　トなどに役立てている。
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19名

　

対象者数（更新） 調査実施数（桧原苑委託） 調査実施数（他事業所）認定調査実施
累計表 90名※延長29名含む 42名（内32名※檜原村）

83

経  管  栄  養 3

１．ケアプラン策定及び認定調査（更新）状況

（２）日常生活動作・介護等状況

介 護 の 種 類

食 事

排 泄

着 替 え

一部介助

21

57

53

爪 切 り 等

入 浴

寝 返 り

移 動

車 椅 子 使 用

歩 行 器

14

59

15

36

12

96

38

全部介助

18

35

36

28

39

認　知　症（行動障害）

オ ム ツ 使 用

夜 間 の み

38

31

49

3

3

0

感　　　染　　　症

発生場所

発生場所

11

11

0

施設内

施設外

施設外

3 76 79

 2月

施設内

計 130 0 11

褥　　　　　　　瘡

74 75

 3月 11 0

801

11 0 1

812

45 45

 1月 9 0 0 53 53

12月 8 0 0

61 62

11月 8 0 0 40 40

10月 10 0 1

51 51

 9月 10 0 0

 6月 15

65 65

 8月 9 0 0

 7月 16 0 5 107 112

 5月 14 0 0 79 79

職員
出席延べ数

合 計(人）

0 1

55 55

95 96

 4月 9 0 0

（１）ケアプラン策定・サービス担当者会議及び認定調査（更新）状況

サービス担当者会議は介護支援専門員が中心となり、相談係・生活支援係・健康管理係・リハ
ビリ係・栄養管理係の担当者が原則出席のうえ開催した。新型コロナウイルス感染症対策のた
め、ご家族・ご利用者のサービス担当者会議への参加は、控えさせていただいた（看取りの方を
除く）。またケアプラン実践の根拠となる、「ケアプラン実践記録」の充実にも努めた。

対象者数
（会議回数）

ご利用者
出席延べ数

ご家族
出席延べ数
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　 令和4年度の保険者（市区町村）に報告するような骨折、誤薬、等の重大事故は 21件（前年度比で13
件増）で 、内訳は以下の通りである（骨折3件、誤薬16件、外傷による通院処置等2件）。　令和5年度か
ら事故の影響同分類を実施予定。事故の影響度から分析を行い、重大事故、重大事故につながる恐れ
が高い事象を優先的に対策、原因分析を行い、重大事故を未然に予防できるよう安全対策委員会主導
のもと、実務者に対する指導育成にも引き続き力を入れていく。

事故発生場所では、居室での発生や発見が最も多く全体の49%を占め、次にリビングの
20.4％、浴室（脱衣所含む）の10.6％と続く。浴室の場合、入浴介助の際に痣や傷等を発見した
ものがその大半である。また、大きな事故に繋がる恐れのある、転倒・滑落・転落による事故が
いつ発生しているかを時間帯別に集計したところ、4:00～6:59・9:00～11：59・13：00～15：
59・17：00～19：59の時間帯が比較的多いことから、食事前後の時間帯で事故が多いことが伺え
る。

（４）事故発生場所と重大事故の発生について

２ ．事故及びヒヤリハット報告
（１）令和4年度　事故及びヒヤリハット報告状況

令和4年度の桧原苑では事故報告書の提出が366件・ヒヤリハット報告提出が2498件報告され
た。前年度比で、事故件数は41.29%減少、ヒヤリハット報告は106.6%増加した。この事故件数の
減少は生活動作による痣(あざ)の報告様式の変更による影響が要因の一つとして挙げられるが、
ヒヤリハット報告書の件数も前年度比で増加を見せており、事故リスクの認識向上、職員間での
共有化が図られたことも大きく影響しているのではないかと考えられる。

（２）事故報告の内訳（分類）

事故報告366件中、最も多かったのは、転倒91件（24.8％）、事故処理された痣で67件
（18.3％）、滑落66件（18％）、痣を除く皮膚トラブル（切創、皮下血腫など）、ご利用者の私
物、衣類、食器の破損などその他の項目で64件（17.4％）、表皮剥離39件（10.6％）、尻餅22件
（6％）、誤薬・与薬漏れ16件（4.4％）、転落7件（1.9％）と続く。

（３）事故発生場所と重大事故の発生時間

【事故発生時間（転倒・滑落・尻餅・転落）】

0

20

40

60

80

100

【発生分類別集計】
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1,389

※2回/月：契約精神科医診察

117 114 114 115 115116 117 117

10

精
神
科
医

診察

116 117相談 115 116

7 11

441

9 11 7 11

447405

9 120

109

12 12 11 10

345 429417421 5,065

※伊奈たけのこ歯科　/　毎火曜（診療及び口腔ケア）・　毎土曜（口腔ケア）

1,332

延べ人数 441 401

108 108 113

6月

431 444

訪
問
歯
科

実 人 数 112 111 112 113

443

13 12 6 1122 8 157

※年間実人数　117人

1,318

臨時薬 13 15 13 7 19 18

112 110 110 106 111 109

106 135 1,407

※随時：主治医への電話による相談　　※年間実人数　135人（ショートは除く）　　

投
薬
業
務

定期薬 108 109 110 112

127 85 152 131 115 106

48 47 47 46 531

延べ人数 95 113 117 125

5月 6月

41 39 55 46

11月

57 602

上
申
業
務

実 人 数 37 47 41 37

内訳 4月

46 57 47 44 40 55

29 34 32 383

延べ人数 63 45 48 43 57

ご利用者の重度化に対し施設看護師を中心に主治医・地域医療機関・ご家族・施設内専門職
との連携を図り、施設で提供できる医療ニーズにできるだけ対応するよう努めた。また、体調
不良者には状況に応じて、主治医からご家族に面談や電話連絡等で病状の説明や治療方針等の
説明の機会を設ける事で、早期対応に繋がることから、積極的に主治医・ご家族・相談係等の
連絡調整を行った。定期的に主治医による訪問診療が行われ、同時に定時連絡や体調不良時も
主治医にすぐに連絡が取れる体制があることから早期対応が図れた。日々のご利用者の健康管
理は、介護現場からの申し送りや看護師によるユニット訪問で状態把握を行った。また、要観
察者の情報提供や状態観察等の事項は細かく提示し、医療面での全職種間の情報共有に努め
た。

  前年度の医療面の実績報告は以下である。外部受診（檜原診療所）における主治医の来苑診
察は、前年度より58％増加、臨時薬処方は25％減少している。早期の上申と受診及び往診との
活用で疾患の早期発見から入院治療につながったケースが増加し、結果ご利用者の健康が保た
れたと思われる（入院期間：289％増）。また、精神科領域では精神科からの社会的入院患者の
入居受け入れや精神科の入院歴・既往のあるご利用者の増加に伴い、より専門的医療の提供の
必要性から精神科への入院や通院が増加している。認知症や精神疾患のあるご利用者が施設で
安定した共同生活を送るためにも、診察に伴う内服変更など、今後も精神科医師との連携が必
要と考える。協力医療機関の檜原診療所とは配置医として24時間常に連絡が取れる体制が維持
されており、早期発見・早期対応（上申・通院検査など）が可能となり安心に繋がっている。

（１）施設内診察等利用状況　　　　　

定
期
診
察

実 人 数 33 28 31 24 37

３．健康管理関係実施状況

内訳 4月 5月 6月 11月 12月 1月 2月9月 10月7月 8月 3月 計

※原則毎水曜日午後：主治医診察　　※入居者数は、118人

32 38 30 35

12月 1月 2月9月 10月7月 8月 3月 計

内訳 4月 5月 6月 11月 12月 1月 2月9月 10月7月 8月

計

3月 計

2月

110 111

3月12月 1月7月 8月

5月 6月 7月

111

8月

113 112

4月

9月

内訳

10月 11月内訳 4月 5月

計9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

110

24 



0 0

（３）入院先状況

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

（４）月別年間入院者数

計 45

4

0

0 1 1 0 1 1

3月 合計

0 1 1

0 1

2 0

3 1 4 3 1

10月 12月 1月11月 2月4月 5月 6月 7月

〃

日 の 出 が 丘 病 院

青 梅 総 合 病 院

東 海 大 学 八 王 子
医 療 セ ン タ ー

清 智 会 記 念 病 院

阿伎留医療センター

9月

実人員

眼 科

（２）ご利用者診療状況

協 力 医 療 機 関 通 院 実 数
嘱託医、協力医療機関以外への通院等

医療機関 診　療　科

月

通院実数

区　　　分 実人員 延人員

4

延人員

檜
原
診
療
所

内 科 9 11 阿伎留医療センター 内 科 3

〃

5

婦 人 科 1 2

4 5 〃 眼 科 1

114 4

2

歯 科 1 3 〃

レ ン ト ゲ ン 14 16

そ の 他

15

立 川 病 院 脳 神 経 外 科 1

1

15 福 生 病 院

耳　　鼻　　科 1

脳 神 経 外 科

Ｐ Ｅ Ｇ 交 換 3 6

5

56

馬 詰 眼 科

1

野 口 眼 科

森 眼 科 8

入　院　実　数

1

日

の

出

ヶ

丘

病

院

区　　　分 実人員 延人員

1

奥 村 整 形 外 科 1

1ゆ き 皮 膚 科

1

1 1

八王子医療センター

5

西 八 王 子 病 院 1 9

0 1 1

1

濱 松 皮 膚 科 1

0

1

0

40

女男 計女 計

4

1

西 八 王 子 病 院 2

〃 0 2

2

2 2

〃

2

多 摩 リ ハ ビ リ 病 院 0 1 1 0 1

1

0 2

1

内 科

整 形 外 科

1 0 1 1

0

4

1

4

8月

脳 外 科

婦 人 科

内 科

内 科

精 神 科

内 科

合　　　　　　　　計

日の出ヶ丘病院
内　　科

4 4

な な 皮 膚 科

計 4 4 計 20 59

内　　　　　　　訳 実　　人　　員 延　　人　　員

診療科 男医療機関

10 7 17 10 7 17

※入院日及び退院日は含まず

入 院 人 数 2 0 1 1 2 0 0 4 6 5 4 4 29

入院延べ日数 31 0 9 19 28 0 4290 71 94 81 32 64
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　①新型コロナウイルス対策　/　インフルエンザ予防対策

1811

6月

  　（他施設との情報共有）   

17

（６）ターミナルケア（看取り介護）

3月2月

9 9

3 0 0

  桧原苑では、施設内での終末期を望まれる方について、従来より緩和ケアを行っており、
ターミナルケアの要望を踏まえ穏やかな生活が送れるような体制構築に努めてきた。令和4年
度もご利用者及びご家族の意向に沿った中で協力医療機関との連携を図り、ターミナルケア
の提供を行い、多くのご利用者が施設内で最期の時を迎えられる事ができた。施設でのター
ミナルケア数は前年度に比べて割合にほぼ変わりなかった（R3年度29％、R4年度29.4％）。
桧原苑では入居した日から看取り期であると考え、QOL/QODの向上に努めている。協力医療機
関である「檜原診療所」の全面的な支援もあり、8割以上のご利用者が施設での最期を選択さ
れている。引き続き住み慣れた馴染みの環境の中、身体的にも精神的にも負担の少ない「そ
の人らしい」最期を迎えていただけるよう努めていく。今後も看取りが必要とされる中、施
設としてよりご利用者・ご家族の期待（桧原苑で最期を迎えられて良かったと思っていただ
けるよう力を入れていく。）に沿えるよう多職種協働で看取りケアを提供していく。尚、施
設内でターミナルケアに移行する前に亡くなるケースは昨年に引き続き多くあり、高齢や慢
性疾患からくる急変に至っている。

10月 11月

100 12

1月実 施 月 4月 5月

6

7月

1417

9月

5

8月 12月

170 3 0 0

1月

2

2月7月 8月4月 5月 6月 12月9月 10月 11月

死 亡 者 数

0

3 0

3月 計

2 5 1 1

0

　新型コロナウイルスの出現・世界的流行となり、施設としては病原菌を持ち込まない事を
一番に、職員の感染の認識を高め予防対策を行った。令和4年度も、施設内クラスターが発生
するリスクから、感染症対策委員会を随時開催し、①感染症対策マニュアルの初動徹底 ②面
会等の制限 ③職員およびご利用者のフロアーの交流制限 ⑤感染症勉強会（防護服着用な
ど） ⑥PCR検査及びワクチン接種の推進や近隣等の感染情報共有等を行った。また施設内の
感染防止のため、同居のご家族や身近な陽性疑い者が出た場合に検査結果が出るまで出勤停
止（特別休暇）とする対応も継続した。職員の中で陽性者が複数（家庭内感染）出ていた
が、ゾーニング対策や職員個々の高い感染意識による感染対策から11月までご利用者に感染
することなく経過していた。しかし12月中頃にご利用者への感染が確認されてから 1月後半
に収束するまで約１か月を要した。（重傷者１名：入院）クラスター発生時は東京都の感染
対策支援チームに派遣要請を出し、苑独自の対策に留まらず苑内の感染対策がより効果的な
ものになるよう努めた。引き続き「持ち込まない・広げない」を念頭に感染防止に努めて行
く。

2 0 0

1

4

1タ ー ミ ナ ル 数 0

1 12

（７）感染症対策

1 0 500

0

0

0

　　3.適正な湿度温度の管理・定期的な換気の施行

  　6.地域における新型コロナウイルス等の流行情報の把握  

 　 2.手洗いの励行・マスク及びフェイスシールドの着用・ソーシャルディスタンス・消毒の徹底

  　4.面会者、訪問者への感染予防理解のお願い・面会の制限

　　5.職員による感染予防と感染症予防研修（防護服着用・コロナ及びノロ発生時の処理など）

1 1施設内死亡者数

（５）ご利用者健康診断状況（レントゲン・採血・心電図）

  　7.交流制限と簡易検査キッドによる早期確定診断（PCR検査・抗原検査）

定 期 健 診

計

128人

 　 1.予防接種の実施（本人またはご家族同意のもと）※新型コロナワクチン・インフルエンザ

00 2
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　　インフルエンザ予防接種及び新型コロナワクチン5回目実施状況

インフルエンザ予防接種者

袋・シーツ・オキシヴルファイブ・清拭用タオル）を各所に設置した。

利用者 職   員 計

　②肺炎予防対策

　　「成人用肺炎球菌ワクチン」は、現在定期予防接種となり対象者に施行した。

　　・職員健康診断は、コロナ対策もあり4月～８月に全職員を対象に、11月は夜勤勤務職員対

100 85 185

　①生活習慣病予防検診　

　⑦ノロウイルス予防対策

    ・職員の出退勤時の手洗い徹底、ご家族の面会時の手洗い手指消毒への協力依頼・持ち込

（８）職員健康診断

  み品の制限等にご協力を頂き、ご利用者にも摂食時や帰苑時の手指消毒の協力により発

　④Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎・梅毒予防対策

　　・各ご利用者の誕生月に胸部レントゲン撮影を行った。

　　・栄養調理係と連携をとり、感染防止に努めた。また、厨房職員は毎月検便を実施した。

　⑥O-157予防対策

　③疥癬予防対策

　　・新規入居時、病院からの退院時の衣類については、除去機による感染処理で対応を行った。

　　・皮膚疾患等のある場合、ご家族等の同意のうえ経過観察や必要時受診の対応を行った。

　　・ご利用者の痒（かゆ）み等の訴えを聞き、早期発見に努めた。

　　・発生予防のため、定期的に業者による苑内全域の消毒を行った。

　　・入居時、胸部レントゲン撮影を行い、既往歴があるご利用者は経過観察を行った。

肺炎球菌ワクチン予防接種者 10 0 10

　⑤結核予防対策

利用者 職   員 計

　　・新規入居時には、情報の問い合わせを行い、必要に応じて感染症検査を行った。

　　　更に職場内研修を実施する事により感染防止に対する知識を高め、発生者はなかった。

  生者はいなかった。また、ノロ対策セット（新聞紙・予防衣・靴カバー・手袋・黒ゴミ

　　　象に健康診断を実施した。異常が認められた職員には、二次検査などの指導を行った。

新型コロナワクチン5回終了 99人（84%） 51人（56%） 150

　　肺炎球菌ワクチン予防接種実施状況
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献立に関しては、ご利用者の性別・年齢に基づいた栄養摂取基準を設け、1年間分を作成し
た。下記の数値は令和４年度提供分の平均値である。ほぼ摂取量を満たすことができた。次年度
も限られた予算の中で、基準を満たすだけでなく「美味しい」食事づくりに努めていきたい。

令和４年度、栄養調理係では引き続き地産地消に力を入れ、畑を借りて主にじゃがいも、大根
や白菜などを作り村の食材（山菜含む）を積極的に取り入れ、季節を感じていただける食事をメ
ニューに取り入れ提供した。またご利用者の栄養面の把握（栄養アセスメント）、ケアワー
カー・看護師・医師・歯科医師・歯科衛生士等との多職種連携に留意し従事するよう心掛けた。
また、管理栄養士は配食サービス及びデイサービスの昼食に伴う社協との連携を行った。

・その他、低栄養、食欲不振の方への栄養補給食として濃厚栄養食の使用

刻　　み　　食

極　　細　　食 17（14）

経管栄養食（胃ろう）

計（食）

0

コントロール食
（ｶﾛﾘｰ・ﾅﾄﾘｳﾑ）

・療養食加算対象者  0名

4（5） 0

3（4） 0

40（36） 0

115（116） 0

４．栄養調理関係実施状況

ゼリー食（流動食含む）

食　事　形　態

一　　般　　食

90 13097.9115.4 95

基　礎　食
(　)は令和３年度値

ｴﾈﾙｷﾞｰ ﾀﾝﾊﾟｸ質

令 和 ４ 年 度 平 均 1,454 58.3 646 0.93

令和４年度は、昨年度と比べて刻み食・極細食の数が増加した。施設では、効率化から新調理
システムで活用を推進している。次年度も積極的に新調理システムを活用することで業務効率を
図っていく。食事形態（食材に伴う形態の工夫）の見直しを行い、ソフト食の提供を行った。次
年度もご利用者にとってより安全で見た目にもよい食事の提供を目指したい。また、歯科医師・
歯科衛生士・ケアワーカー・看護師・医師との連携で、適正な食事形態での経口摂取の維持と
「美味しい食事」の提供に繋げていきたい。

【食事形態】

051（56）

99.796.9摂 取 量 （ ％ ）

0.76 7.990

99.4

（２）食事形態実施状況（令和４年３月末現在）

（１）栄養量の状況

栄 養 基 準 量 1,500 58.5 650 500 0.80 0.95 100

区　分

　　　　　 コントロール調整食として糖尿食、減塩食の実施

ｶﾙｼｳﾑ Ｖ．Ａ Ｖ．Ｂ１ Ｖ．Ｂ２ Ｖ．Ｃ 鉄

6.0

577

   基礎食：常食（一般食）、軟食（刻み、極細、ゼリー）

28 



①配食サービス（デイサービス含む）

②栄養マネジメント加算請求状況

②経口維持加算（Ⅰ）加算請求状況

⑥検査用保存食

⑦嗜好の把握及び献立への反映

2 24

　地産の野菜（山菜含む）や、施設の畑で採れたじゃがいも、大根、白菜等をメニューに取り入
れて桧原苑ならではの食事の提供を行った。地元で採れた地産の食材も取り入れ、手作りするこ
とを心掛けた。配食サービスにおいても地産の野菜を使用していることをお知らせしている。

④食事懇談会
　例年、普段、顔を合わせる機会の少ない厨房職員とご利用者の交流を図る為、食事懇談会を開
催しているが、今年度も新型コロナウイルスの影響もあって開催できなかった。令和５年はコロ
ナ５類へ変更となるためリハビリ係と連携し、「ゆず（喫茶ルーム）」を使用してホーム喫茶を
行っていく。

⑤食事摂取困難者に対する食事援助（嚥下困難者、褥瘡発症者、その他）

　介護食用のゼラチン、増粘剤の使用による調理、個人の状態に合わせた対応、補助食品の使用
を行った。

　保存期間：14日間 保存温度：－20℃　食品毎に種分けし、原材料、調理済を各50ｇずつ保存

  嗜好調査は、アセスメント記入時の他、昼食時の巡回時にも聞き取りを行った。配食サービス
のアンケート結果では、果物や野菜を多くしてほしいという意見が多かった。味付け・量・硬さ
ともに「丁度いい」と回答された方が最も多く、量が多いという回答も5名あった。次年度もア
ンケートを実施し、献立作成や調理する上で活かしていきたい。
  残菜調査は6月と2月に行った。全体的に残菜率は低かったが、硬い野菜のものや中華の味付け
のメニューの残菜率が高めであった。ご利用者の摂食状況を把握し、嗜好調査・残菜調査の結果
と合わせ献立作成に活かしていきたい。

2 2 2 2 2 2同意数 2 2 2 2 2

11月 12月 1月 2月 3月 計5月 6月 7月 8月 9月 10月

3,608283 275
3月11月 計1月 2月

271

7月 8月

8月

100

323

110 104 103

301

102

9月

　介護保険制度改正に伴い、栄養マネジメント加算は基本単位に組み込まれ廃止となったが、未
実施の場合減算となることから、引き続き栄養ケア計画を作成した。次年度も引き続き計画書を
作成し、より良いケアにつなげていく。

100

デイ

110 111

6月

279 324 303
6月 7月 9月 12月10月

322 302338
115 160153 14599 95 134 130

5月

143 163 163 1,632

（３）その他実施状況

配食

4月
287

  檜原村社会福祉協議会の委託を受け、配食サービス（デイサービスの昼食含む）を提供した。
デイサービスは祝日・年末年始以外の平日、配食は火・木曜日にそれぞれ提供。月別の食数の合
計は以下の通りである。（昨年比：デイ5.7%増加　/　配食27.6%増加　　※全体：11.6％増加）

132

1月月別 4月 5月 3月 計12月 2月10月 11月

　歯科医師（歯科衛生士）、看護師、ケアマネ、介護士等と連携して経口維持加算（Ⅰ）を算定した。今
年度も引き続き経口維持加算（Ⅰ）の計画を策定していく。

③地産地消

月別

同意数 108 108 102 1,259101

4月

0

50

100

とても少ない 少ない 丁度良い 多い とても多い

全体量
デイ 配食
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マジックライス

　

区 分

区 分

朝 昼 夜

¥297

116 150 116

単価、食数は１年間の平均延数とする（職員・配食含む）

検 食 者 宿直者 日勤者 宿直者

食 事 時 間 7：30～9：30

検 食 時 間 各　15　分　～　30　分　前

1,600食

⑧新しいとろみ剤の使用

　極細食においてメニューによって新しいとろみ剤を使用し、ソフト状での提供を行った。食材
毎に別々にする事により見栄え良く仕上げ、食事の楽しみや食欲の増進に繋げた。

⑨ユニットの衛生管理とユニット手作りおやつのサポート

　ユニット共同生活室にキッチンと冷蔵庫があることから、衛生管理マニュアルに基づく二次感
染等の防止観点のためケアワーカーへの指導等が重要な業務となっている。安全なユニット調理
の提供のため、管理栄養士が定期的にキッチンの衛生面のチェック・冷蔵庫内の衛生状況及び保
存方法・賞味期限の確認を行い、衛生管理不十分なユニットに対して指導等を行った。ユニット
行事として「手作りおやつ（ユニット調理含む）」を実施しているが、ユニット内で手作りの機
会を設けることで、ケアワーカーとの連携に繋がり、またユニット理念である「暮らし」と「食
の楽しみ」をご利用者に感じていただけた。

48 缶
さんま蒲焼き缶

食 数

実 績 単 価 ¥197 ¥297

レトルトカレー 180

たまごスープ 個

す り り ん ご 缶 24

60 PC 飲 料 水

150

食

⑩厨房会議の実施

　今年度厨房会議を６回行った。厨房会議では主に調味料の使用量について、感染症対策中の提
供の方法について話し合いを行った。厨房会議は次年度も必要に応じて開催していく。

（４）食費関係の状況

　材料費は前年度比で8.8%増と高くなっているが、食材・燃料費の高騰による値上げが原因と考
えられる。次年度も引き続き限られた予算の中で、食事を楽しみにしているご利用者や職員の気
持ちに応えられるよう、また地域から「桧原苑の食事は美味しい」と言われるよう、係内で検食
し、桧原苑の味を調理員で共有し「美味しく・安全な食事づくり」に努めていきたい。次年度も
更に「桧原苑の味」を深め、定期的な勉強会（新調理・新メニュー）を開催していく。

日額

案 分 比 率 2/8 3/8 3/8

¥791

（５）食事時間

朝　　　　食 昼　　　　食 夕　　　　食

配 膳 時 間 各　15　分　前

12：00～14：00 18：00～20：00

（６）非常給食用備蓄飲食物表　（備蓄日数 3日／利用者120名分＋30名分）

備蓄食品はご利用者120名分の他に駆けつけた職員・地域の方が避難された場合の分も含めて
備えている。食品の入れ替えも兼ね、期限が近づいた食品は随時献立に取り入れている。

主
食

果
物
缶

フ ル ー ツ 缶 96 缶
缶

副
食

飲
み
物

450 本
やきとり缶

240

かぼちゃのスープ 150
即席味噌汁 800 食
非常用梅干

（その他副食用缶詰類備蓄有）

甘
　
味

食
10 缶非常用ドロップス

粒

30 



2,793 3,086

単位数

37,4533,299 3,183 3,124 2,982 3,146 3,115

算定人数（人）

算定日数（日） 3,072 3,172 3,198 3,283

107

2月 3月 計

月　　　　別 4月 5月 6月 7月 8月

※4 認知症ケアの効果を判定する質問項目(全部で13の質問)

12月月　　　　別 4月 5月 6月 1月

計

106 108 102 102 103 103

12月

103 1,251103106 103 105

1月 2月 3月11月9月 10月

５．リハビリ関係実施状況

（１）個別機能訓練実施状況

　個別機能訓練では、QOLの向上に即した日常生活動作の実用性向上をご利用者の優先利益とと

らえ、理学療法士や機能訓練指導員が身体機能、能力の評価を行い作成した「個別機能訓練計

画書」の内容をもとに各訓練を実施した。訓練内容は日常生活動作（介助含む）が個別機能訓

練の機会となるよう生活支援係と協同し、ケアワーカーへ日常生活動作上での介助方法の提案・

月以降現在はもとの水準に戻っている。）

個別機能訓練実施件数 1,613 1,631 1,311 1,362

（新型コロナウィルス感染症による影響から、12月、１月、2月の介入の機会が減少したが、3

1,258 916 1,048

指導（評価含む）・実施（記録含む）を行った。これにより令和4年度もご利用者の客観的な活

動量の把握、継続性の高いプログラムの実施、またPDCAサイクル※1の活用によりご家族及び多

※1 Plan(計画)→Do(実行)→Check(評価)→Action(改善)の4段階を繰り返して継続的に改善する方法

表1．個別機能訓練月当たり件数（生活リハビリにおける訓練件数含む）

7月 8月 9月 10月 11月

対象とし算定を行った。

1,001 1,308 15,284

（２）個別機能訓練加算請求状況

　令和4年度も全てのご利用者に対して理学療法士や機能訓練指導員が身体機能、能力の評価を

1,213 1,263 1,360

36,684 38,636

行い多職種の意見を踏まえた上で「個別機能訓練　生活機能チェックシート」「個別機能訓練

 また昨年度同様、LIFE導入による科学的介護推進に関する評価や、「個別機能訓練加算Ⅱ」の

算定から日常生活動作における三つの評価として、「Barthel Index」※2.「Vitality Index」

※3.「DBD13」※4の評価を生活支援係と協同して行っている。評価を実施するにあたり必

要な研修を理学療法士主導のもと、全ケアワーカーを対象に実施した。

計画書」を作成し、以降原則３ヶ月毎にモニタリング評価・再アセスメント評価を実施。「個

別機能訓練　生活機能チェックシート」を記録・参照媒体とし、「個別機能訓練計画書」の変

更・修正を適宜行った。この計画書をご家族へ送付し、同意が得られたご利用者のみ加算請求

39,708 38,456 41,904 40,932 38,456 39,908 37,860 35,816 37,844 463,772

職種間の情報共有と目標管理が行え、リハビリ業務の円滑化とリハビリの機会の向上を図るこ

とができた。

※2 日常生活動作における機能的評価　 ※3 日常生活での行動を起床・意思疎通・食事・排泄行動の評価

表2．個別機能訓練加算Ⅱの請求状況

37,568
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表3．計画外訓練月当たり件数

　令和4年度は新型コロナウィルスの感染対策から、ご利用者の活動が制限される機会が多く、

活動量の減少から身体機能・能力の低下、ひいてはADLの減衰が起きやすい状況であった。

表4．ADL推移

599

464

17,662

1,138

 個別機能訓練（生活リハビリにおける訓練件数含む）・計画外訓練実施により施設全ご利用者

を対象としたADL推移（評価方法は「Barthel Index」を用い、6ヶ月で評価）は以下となった。

91 53 85

1,351

11月 12月 1月 2月 3月 計

おしぼり巻き、紙巻を実施した。

　音楽療法では生活支援係と協同のもと、各フロア多目的ルーム、サブリビングを使用し5～

月　　　　別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

を対象に上下肢体操やしりとり等のレクリエーションを行い楽しんでいただいた。訓練で完成

した作品は苑内での展示や、他施設の展示会に出展した。なお、令和 4年度は同法人「ひのき

のその」での展示会に加え、檜原村社会福祉協議会協力のもと「やすらぎの里」においての展

示会も行うことが出来た。展示会へのご利用者の参加は令和4年度も新型コロナウィルスの影

響から見送りとなった。簡易作業では生活支援係と協同のもと、各ユニットリビングにて職員

やご利用者同士で手指機能訓練の一環としてコミュニケーションをとりつつ、エプロンたたみ、

（３）QOL及び活動機会の向上、社会参加機会の増加を目的とした計画外訓練の実施状況

　作業療法士、音楽療法士、機能訓練指導員、理学療法士による心身の評価を行い、各計画

外訓練に適応と思われるご利用者に対し、訓練の提案・実施を新型コロナウィルス感染対策の

うえ行った。訓練種類は作業訓練、音楽療法、簡易作業、嚥下体操、少人数制のグループ体操

とし実施。作業訓練では2階多目的ルームで週2回火曜日・金曜日の午前中に実施し、手工芸、

紙工作等を2名～5名の対象者で実施した。午後は月曜日～金曜日1ユニット毎に2名～5名前後

1,152 1,131

転倒予防体操 113 125 124 84 67 81 115

1,541 1,624 1,493 1,428

118 82

嚥下体操 1,480 1,604 1,611 1,724 1,523

19 21 51

4134 50

音楽療法 40 43 58 56 45 46

54 56 78 41

26 21

10名を対象に音楽に合わせ楽器の演奏や合唱を行い、自発性や能動性に対するアプローチを中

心に実施し、「音」を通じで普段見られない表情を引き出すことができた。

（４）個別機能訓練（生活リハビリ訓練件数含む）・計画外訓練実施におけるADLの推移

作業療法 52 68 59 5 61

38
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11月（未実施） 家族会 新型コロナウイルス感染症対策の為中止 0名

11月1～30日 紅葉狩り 人里休暇村 37名

11月（未実施）

花火夕涼み会（2ユニット毎にて実施） 1階、玄関前及び喫茶室（雨天中止あり）

9月15日 敬老の集い 各ユニット

9月21日

彼岸供養 1階樒　職員のみ

６．行事等実施状況

8月31日～9月30日 ひのきのその展示会 ひのきのその

全館

6月（未実施）

（１）全体行事実施状況

8月毎週月曜日

115名

苑内消毒

9月7日～22日 1階玄関及び廊下・各ユニット玄関(展示のみ)

各ユニット

新型コロナウイルス感染症対策の為中止

秋祭り

9月30～10月31日 作品展示会②

9月27日

各ユニット・喫茶ルーム

6月（未実施） 家族会 新型コロナウイルス感染症対策の為中止

作品展示会①

十五夜 各ユニット

7月8日

1階、防災拠点型地域交流スペース　

新型コロナウイルス感染症対策の為中止

実　施　月　日 行　　事　　名　　称 実　　施　　場　　所

  事業計画に基づき、全体行事として以下の行事を実施した。コロナ禍ではあったが全体行事
は、できるだけ感染防止に留意しつつ季節感を感じられるような工夫を凝らした行事の提供に
努めた。

参加人員

32名桜の花見 人里・都民の森・数馬周辺4月6日～22日

10月20日

七夕

7月19日 盆供養 1階樒　職員のみ

7月26日～7月30日

7月7日

やすらぎの里３階スペース

9月（未実施） 敬老福祉大会

0名

0名12月（未実施） お楽しみ会

12月（未実施） 地域交流会 新型コロナウイルス感染症対策の為中止

60名

10月8日 十三夜

自治会・五日市警察・消防団との合同防災訓練 1階 防災拠点型地域交流スペース　他

新型コロナウイルス感染症対策の為中止

12月1日 開苑記念日

12月22～24日 冬至（柚子湯） 各ユニット浴室・機械浴室

5月5日 端午の節句（菖蒲湯3日～6日含む） 各ユニット玄関・多目的スペース・苑庭

6月30～7月29日

6月（未実施） 地域交流会 新型コロナウイルス感染症対策の為中止

やすらぎの里３階スペース

夏祭り（2ユニット毎にて実施）

檜原保育園との交流会

116名各ユニット巡回にてお祝い

新型コロナウイルス感染症対策の為中止 0名檜原学園（小学校）との交流会

0名

119名

0名

119名

0名

0名

0名

0名

0名

119名

20名

0名

117名

117名

117名

0名

120名

次葉へつづく　　　

12月25日 クリスマス 各ユニット 113名

12月28日 餅つき 1階地域交流スペース　職員のみ 0名
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参加人員

69名

2月3日 節分 各ユニット巡回にて実施

※全体行事続き

実　施　月　日 行　　事　　名　　称 実　　施　　場　　所

令和5年1月1日 新年交歓会 各ユニット巡回にてお祝い

3月9月 1月4月 8月

91名

118名

117

合計2月実　　施　　月 10月 11月 12月5月 6月 7月

3月22日 彼岸供養 １階樒　職員のみ

注意    ※…企画行事

0名

3月3日 桃の節句 各ユニット・1階ロビー

1月5日 苑内初詣 1階、防災拠点型地域交流スペース

2月9日 苑内消毒 全館

ご利用者 延べ数（人） 1720名

７．生きがい活動実施状況

（１）俳句クラブ活動状況

講師をお招きし、近隣地域の俳句愛好者とご利用者を交えて月に1回開催予定であったが、新
型コロナウイルス感染対策実施により開催できなかった。

実　　施　　日 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 中止 0回

 利 用 者 参 加 数  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0名

地域の人の参加数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0名

（２）図書クラブ活動状況（移動図書館利用状況）

檜原村立図書館と連携し、移動図書館「やまぶき号」巡回訪問を受ける予定であったが、活
動形態が、他フロアのご入居者との交流となってしまうため、緊急実態宣言、感染予防対策実
施により通年で中止とした。その為、移動ワゴンを活用して、ユニットを回り図書の提供を実
施した。

実　　施　　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 合計

実　　施　　日 中止 中止 中止 中止 中止 中止

12月 1月 2月 3月

0 0

中止 中止 中止 中止

0 0

中止 中止 0回

 利 用 者 参 加 数  0 0 0 0

9月 10月

0 0 0 0

感染予防対策を行い２ユニット1グループとし、多目的スペースにて実施。季節に添った手本
を用意し、「入梅・盆踊り・月見・師走・正月・山吹」等書かれる。また職員によるリクエス
トに応じた文字を書く等、ご利用者各々の楽しまれ方で参加していただくことが出来た。

6日
7日

4日

0名

（３）書道クラブ活動状況

実　　施　　月 4月 5月 6月 7月 8月

16回

3月 合計11月 12月 1月 2月

2日

 利 用 者 参 加 数  21 20 29 22

2日実　　施　　日
7日
14日

12日
2日
20日

1日
8日

6日 8日 12日 2日

1922 15 239名19 19 18 24 11
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回

名

名

名

名

名

名

名

名

名

回

回

回

回

回1

☆ユニット勉強会：①9月10月ガウンテクニック②11月12月感染症初動対応③3月事故振り返り

1 5

☆近隣・遠方外出：①桜の花見   ②紅葉狩り

☆手作りおやつメニュー：①抹茶ケーキ②チーズタルト③スイートポテト④チョコレートケーキ

　　　　　　　　　　　　⑤ブルべーりケーキ

☆その他の行事：①花火大会②クリスマス会　　③ホーム喫茶　　④焼き芋　　⑤夏祭り

1 1

7

1

1 1 1

ユ ニ ッ ト 勉 強 会

1 1 6

そ の 他 の 行 事 1 1 2

1 1 1

1 1 6

お 誕 生 日 会 1 1

2

手 作 り お や つ 1 1 1 1

1

実　　施　　月

  ①ユニット行事（杉ユニット）

合計

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1

（６）ユニット活動状況

　アクティビィティ委員会を中心に、ご利用者アンケート「その人らしさアンケート」の要望
を踏まえ、遠方外出（買い物・外食）・近隣外出（お花見や紅葉狩りなど）・ユニット行事
（ユニット毎に異なる行事）をユニット毎に企画したが、遠方外出行事は感染予防対策実施の
ため行えなかった。近隣外出（村内外出）は、村内の方との地域交流（桧原苑広報活動含む）
と位置づけ、ご利用者からの交通費の徴収は行わず、気軽なユニット外出として予定していた
が、感染予防に伴い中止とした。令和4年度も、ユニットごとの課題をあげてユニットで勉強
会（各30分程度）を開催した。

0 0

実　　施　　日 中止中止 中止 中止

 利 用 者 参 加 数  

10月 11月 12月

中止 中止 中止

0 0

中止中止 中止

00

（４）音楽・語りボランティア活動状況

4月 5月 6月 7月 3月9月 合計2月8月 1月

3月

0

中止

0 0 0 0

中止

21

0

2

0 00 4 7

10月9月

0

0 0 00 10

（５）理髪・美容の利用状況

0 160

0 4

5染　　　毛 0 3 0 0 0

0

0 5 0 3

1月 2月

0 0 1

8月 11月 12月

パ　ー　マ

カ　ッ　ト 0 6 0

00 0

6月 7月 8月

7月

近隣のボランティアを講師としてお招きし、月に2回音楽や語りを予定していたが、ボラン
ティアの方の意向に伴い、感染予防の観点から中止となった。

  月に1回、杉本出張理美容店、訪問カットサービスオリーブに依頼し、カットやパーマや毛
染めなどご利用者の要望に幅広く応えられるよう実施した。ゆったりとした時間とスペースの
中で、よりおしゃれに毎日を過ごしていただけるよう支援した。感染予防対策の観点から中止
とした月もあった。

杉本美容師＼月 4月 5月 6月

2月 3月

オリーブ＼月 4月 5月 6月 7月

4月 5月 12月 1月

10月 11月 12月 1月

36 22

9月 10月

384

0 0 0 0

カ　ッ　ト 49 35 0 12 40

2月 3月

00 0

0

57

8月 9月

0

0 0

染　　　毛 0 0 0 0

パ　ー　マ 0 0 0

47 30

0 0

34

0

0 0 0

合計

合　　　計 0 9 0 0 0 10 0 0 12 0

合　　　計 49 35 0 12 34 22

11月

8 0 39

合計

00

22

0

0

　　　　　　　　⑥スイカ割り　　⑦苑内初詣

57 38440 47 30 36 22
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回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

9.10月モチベーションアップ　について　12.1月コロナ初動について

8

☆ユニット勉強会：　4.5月チームワーク向上について　7.8月ガウンテクニックについて

　　　　　　　　　　9.10月モチベーションアップについて　12.1月コロナ初動について

1 1 1

　

  ④ユニット行事（欅ユニット）

合計

ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1 1 1 1 1

☆手作りおやつメニュー：6月茶碗蒸し・9月スイートポテト・10月南瓜のパンケーキ

　                    10月チーズタルト　1月サーターアンダギー　3月苺のオムレット

☆その他の行事：4月映画会　5月デザートバイキング　6月歌謡ショー　7月流しそうめん・夏祭り　　　　

12月 1月 2月 3月 合計7月 8月 9月 10月 11月

1

  ②ユニット行事（檜ユニット）

4月 5月 6月

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1 2

手 作 り お や つ 1 1 1 1 1 1 6

1 1 61 1お 誕 生 日 会 1 1

そ の 他 の 行 事 1 2 41

1月 3月

☆その他の行事：①ユニット喫茶　②夏祭り　③花火大会（8月） ④クリスマス会（12月）

1 1ユ ニ ッ ト 勉 強 会

☆手作りおやつメニュー：4月アップルパイ 5月ホットチョコレート　9月豆花

6月 7月 8月 10月9月 2月11月 12月

21

1

合計

1

ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1 1 1

手 作 り お や つ 1

☆ユニット勉強会：4.5月チームワーク向上について　7.8月ガウンテクニックについて 

1 1 1 1 1 8

☆近隣・遠方外出：①桜の花見   ②紅葉狩り

☆手作りおやつメニュー：7月チョコムース　9月温かいそうめん　

1近 隣 ・ 遠 方 外 出 1

手 作 り お や つ 1 1 1 1 1 1 6

お 誕 生 日 会 2 2 1 1 1 9

そ の 他 の 行 事 1 1

2

☆その他の行事：5月デザートバイキング・7月流しそうめん・夏祭り・8月居酒屋・花火大会

31

5

☆近隣・遠方外出：①桜の花見  ②紅葉狩り

☆ユニット内研修：7月感染対策初動対応　9月ガウン着脱　3月事故振り返り

  ③ユニット行事（樫ユニット）

1

1

お 誕 生 日 会 1

1

4月 5月

近 隣 ・ 遠 方 外 出

112 11

2

91 1 2 2

2 1 2 1

　　　　　　　 8月花火大会・BBQ　9月パン教室　10月喫茶・歌謡ショー

1 1そ の 他 の 行 事 1

2月 3月5月 6月 7月 8月

2

☆近隣・遠方外出：①桜の花見②紅葉外出

　　　　　　　　　　　 11月羊羹・漬物 ・2月チョコバナナ　・3月マシュマロムース

9月 10月 11月 12月4月 1月
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回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

                       ④クッキーとラングドシャ

☆その他の行事：①流しそうめん・夏祭り②花火大会③クリスマス会④お楽しみ抽選会(２回)

　　　　　　　　　　　　③ミルクケーキ　④スイートポテト　⑤アップルパイ

　　　　　　　　　④移乗介助について　⑤ヒヤリハットについて

☆誕生日会：手作りケーキ（パウンドケーキ・ホットケーキ・芋ようかん・チーズケーキ）

  ⑥ユニット行事（桐ユニット）

4月 5月 6月 7月

  ⑤ユニット行事（松ユニット）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1 1

11 1 5

2

手 作 り お や つ 1 1

お 誕 生 日 会 1

4

1 1

そ の 他 の 行 事

1 8

1 11

1 1 2

1 1 1 101 1

1

☆近隣・遠方外出：①桜の花見②紅葉狩り

☆手作りおやつメニュー：①ミルク餅  ②インドネシアおやつ  ③にゅう麺

☆ユニット勉強会：①感染症対策（初動対応） ②アンガーマネジメント　③ガウンテクニック

　　　　　　　　　④移乗介助について　⑤ヒヤリハットについて

1 1 1 1ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1 1 2

手 作 り お や つ 1 1 1 1 1 5

お 誕 生 日 会 1 1 1 1 1 7

そ の 他 の 行 事 1

1 1

1 1

1

1 1

1 3

ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1 1 10

11月

☆近隣・遠方外出： ①桜の花見②紅葉狩り

☆手作りおやつメニュー：①わらび餅としらすの卵焼き　②牛乳プリンと焼き菓子

☆その他の行事：①夏祭り  ②花火大会　③お楽しみ会 ④園芸

☆ユニット勉強会：①感染症対策（初動対応） ②アンガーマネジメント　③ガウンテクニック

1 1 1 1

1月

  ⑦ユニット行事（椛ユニット）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

1

合計

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1 1

12月

3

手 作 り お や つ 1

2月 3月

1 2

お 誕 生 日 会 1 1 1 1 1 1 8

そ の 他 の 行 事 1 1

1 1

2 1 5

ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1 1

　　　　　　　　　　　⑤スイーツバイキング　⑥園芸

4

☆近隣・遠方外出：①桜の花見  ②紅葉狩り  ③村内ドライブ

☆手作りおやつメニュー：①うどん　②メロンパン

☆その他の行事：①流しそうめん　②夏祭り　③花火大会　④クリスマス会

☆ユニット勉強会：①感染症初動対応（5～6月）  ②ガウンテクニックについて（12～1月）

1 1
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回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

回

2

☆近隣・遠方外出：①桜の花見  ②紅葉狩り

11月 12月 1月 2月 3月 合計

手 作 り お や つ 1

  ⑩ユニット行事（楓ユニット）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

1 4

  ⑨ユニット行事（桃ユニット）

合計

ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1 1 1

☆手作りおやつメニュー：①ラーメンとババロア ②パンケーキとコーヒーゼリー③水ようかん

☆その他の行事：①花火 ②夏祭り ③クリスマス会                                         .

  ⑧ユニット行事（桜ユニット）

4月 5月 6月 7月 8月

☆ユニット勉強会：①ガウンテクニック（５月～６月）②感染症初動（12月～１月）

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1 1 2

手 作 り お や つ 1 1 1 1 4

お 誕 生 日 会 1

1

51

5

1 1

ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1 1

1

1 2

☆近隣・遠方外出：①桜の花見  ②紅葉狩り

☆手作りおやつメニュー：①おやき ②蒸し饅頭 ③マルタバックマニス ④たらしもち

1そ の 他 の 行 事

☆その他の行事：①夏祭り ②流しそうめん ③花火大会　④クリスマス会

　　　　　　　　⑤ケーキビュッフェ  ⑥園芸

1 1 1 5

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1 1 2

手 作 り お や つ 1 1 1 6

お 誕 生 日 会 1 1 1

1 11

1 1 1 1 7

そ の 他 の 行 事 1 1 1 6

☆近隣・遠方外出：①桜の花見  ②紅葉狩り

☆その他の行事：①スイカ割り　②焼き芋・夏祭り　③クリスマス会　④工作クラブ　⑤新年会

1 1

　                    ④こんにゃく作り　⑤おはぎ ⑥どら焼き　⑦桜餅と大福

1

☆ユニット勉強会：①入居者のケア対応　②感染症初動　③ガウンテクニック④虐待について

近 隣 ・ 遠 方 外 出 1 1

1 1 1 8

お 誕 生 日 会 1 1 1 1

1 1 1

1 1 1

1

1

ユ ニ ッ ト 勉 強 会 1

5

そ の 他 の 行 事 1 4

3

　　　　　　　　　③環境づくり研修報告

☆手作りおやつメニュー：①餃子 ②苺大福  ③五平餅　④こんにゃく　⑤ピザ

　                     ⑥ラザニア　⑦モンブラン・かぼちゃコロッケ  ⑧味噌ラーメン

☆ユニット勉強会：①入居者のケア対応 ②感染症初動 ③ガウンテクニック④虐待について

1 1
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（２）資格取得研修
実施月日 内　　　　　　容

9月～1月
（27回）

介護福祉士勉強会（受験予定者３名）※特定技能外国人２名含む
　※令和４年度合格者（３名）

3名

参加人数

４月～１０月
（13回）

介護支援専門員　試験勉強会
「介護支援分野・保健医療サービス分野・福祉サービス分野・模擬
テスト」（講師：畑山主任・町田ｹｱﾏﾈ）

9名

８．専門研修・階層別研修実施状況

全ユニット
（5月～2月）

（１）専門研修（グループワーク形式）

【前　期】

内　　　　　　容

5月～10月
（計6回）

介護職員のケアの質の向上を踏まえ、専門研修会を企画した。各研修会は1回2時間程度の研
修とし、講義・ディスカッション形式で開催した。

実施回数 参加人数

全ユニット
（6月～2月）

【ＡＤＬ（ＢＩ）評価方法について】
　科学的介護推進に関する評価項目である、ＢI(ﾊﾞｰｾﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ）
評価、認知症行動障害尺度（ＤＢＤ13）、意欲指標（Vitality
index）の評価方法について　　　　　　(講師：富田PT）

ケアワーカー
全員

【後　期】

新型コロナ感染症研修及び訓練
①初動対応研修及び訓練　　②ガウンテクニック研修及び訓練

ケアワーカー
全員

1.アロマセラピー　　　　　　　　　　（講師：幡野看護師）
2.虐待防止・身体拘束廃止廃止ついて　（講師：畑山主任）
3.認知症について　　　　　　　　　　（講師：ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ）

78名

1.防災について※BCP含む　　　　  (講師：三浦主任･大町相談員)
2.メンタルヘルスとハラスメント   (講師：施設長・小南課長）
3.看取りケアについて　　　　　   (講師：生活支援係主任）
4.記録について　　　　　　　　  （講師：生活支援係主任）
※感染対策のため、11月・12月分は延期とした。

77名
1月～4月
（計5回）

1月
（計1回）

社会福祉士勉強会（受験予定者1名）　※令和4年度合格者（1名） 1名

（３）階層別研修（施設実習含む）

階層／実施月日 内　　　　　　　容 参加人数

中堅職員研修
（3月23日・24日）

1.介護保険制度のついて　　　　　　　　　　（講師：町田ｹｱﾏﾈ）
2.他職種への理解について　　　　　　　　  （講師：小南課長）
3.コーチングとチームマネジメント力について（講師：星野係長）
4.PDCAサイクルについて　　　　　　　　  　（講師：富田係長）
5.専門知識・技術向上・看取りケアについて　（講師：金井主任）
6.尊厳と職員倫理について　　　　　　　　  （講師：施設長）
※次世代のリーダー層を育成すことを目的として開催する。

9名

新人研修
（4月・7月・10

月）

新規採用者が円滑に業務に移行できるよう各部署の担当が講師を務
める。新人職員に対してチュータ制度を導入した。※対象職員は、
新卒・技能実習生・外国人特定技能・中途採用（常勤・ﾊﾟｰﾄ含む）

12名

認知症介護
基礎研修

1.医療及び福祉の資格を有する職員を除くすべての介護職員を対象
に、認知症介護に係る基礎的な研修を受講する。（eﾗｰﾆﾝｸﾞ研修）
※特定技能・技能実習生含む

4名

他施設
合同研修
（3月3日）

村内施設（桧原サナホーム）と合同研修を開催する。今年度は、
桧原サナホームを見学し、コロナ対策と感染時の応援状況を学ぶ。
引き続き合同研修を通じて、災害時の応援支援できる関係を深め
ていく。

3名
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【地域交流会】
地域の方々をお招きし、ご利用者と演芸鑑賞会を開催す
る予定であったが、新型コロナウイルス感染症対策の為
中止

0名

0名

0名

９．地域交流及び家族会実施状況

1階防災拠点
型地域交流
スペース

【園児との交流会】
新型コロナウイルス感染症対策の為中止

0名

（１）施設・地域の交流

実施月日 場　　　所 内      容      等 人数

6月
（未実施）

7月
（未実施）

1階喫茶室

【地域意見交流会】
地域の方々をお招きし、施設見学や介護保険制度等の説
明会を開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症
対策の為中止

0名

7月
（未実施）

1階防災拠点
型地域交流
スペース

7月26日～
（5日間）

1階防災拠点
型地域交流
スペース

【夏祭り（地域交流）】
昨年同様に新型コロナウイルス感染症対策の為、対外的に夏祭
りは中止とし、施設内でご利用者（2ユニットごと）と職員のみ
で行うこととし、1階地域交流スペースに舞台を準備して実施し
た。

ご利用者
のみ
118名

9月
（未実施）

檜原小学校
体育館

【敬老福祉大会】
新型コロナウイルス感染症対策の為中止

0名

【小学生との交流会】
新型コロナウイルス感染症対策の為中止

0名

12月
（未実施）

1階防災拠点
型地域交流
スペース

【地域交流会】
地域の方々をお招きし、ご利用者と演芸鑑賞会を開催す
る予定であったが、新型コロナウイルス感染症対策の為
中止

0名

11月
（未実施）

檜原小学校
交流会

12月
（未実施）

1階喫茶室

【地域意見交流会】
地域の方々をお招きし、施設見学や介護保険制度等の説
明会を開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症
対策の為中止

0名

（２）家族会実施状況

実　施　月　日 内　　　　　　容 参加人数

6月
（未実施）

【家族会】新型コロナウイルス感染症対策の為中止とし、令和4年
度事業計画及び第三者評価結果などの資料等を送付する。

11月
（未実施）

【家族会】新型コロナウイルス感染症対策の為中止とし、新型コ
ロナ感染対策状況や第三者評価アンケート依頼などの資料等を送
付する。
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3/8 特養　第二徳寿園 初級試験　（学科試験　実技試験） 1名

12/21　 日の出が丘病院 初級試験　（学科試験　実技試験） 4名

1/31 大久野病院 初級試験　（学科試験　実技試験） 2名

受　入　期　間 施　設　名 内　　　　容 人数

5/26　1/18 特養　琴清苑 専門級・初級試験（学科試験　実技試験） 7名

外国人技能実習制度において、介護技能実習評価試験に合格すること（第一号修了時：初級試
験　第二号修了時：専門級試験　第三号修了時：上級試験）がそれぞれ移行時に必要とされて
いる。桧原苑には、試験評価者の資格を持つ職員が3名おり、シルバーサービス振興会の依頼を
積極的に受けることで、外国人技能実習制度の普及・促進に協力していく。

0名吹奏楽

0名

令和4年度、通所入浴サービスの契約を檜原村と結び、地域の高齢者に対して施設設備である機
械浴・リフト浴等をお貸しし、入浴していただく事業を行った。

（３）通所入浴サービス受入状況（檜原村委託）

受   入　期　間   

手品・楽器演奏・南京玉すだれ・他

ボランティア名

中止

中止

演　　　芸　　　内　　　容

舞踊・他

檜原村社協夏体験ボランティア

令和4年度は、コロナ禍で施設全体行事の中止に伴いボランティアの方々による演芸や吹奏楽
部の演奏会などの受入れはなかった。

舞踊・盆踊り・他

人数受   入   月   日

内         容 受   入   先

法政大学 1名

0名

（２）演芸ボランティア等の受入状況

（３）機関紙“桧原苑だより”の発行

号数

9月 9日 117号

季節の行事・書初め・不審者対策訓練・他

内　　容発行時期

4月28日

12月29日

送　　付　　先

季節の行事･特定技能紹介・アロマテラピー・他116号

118号

教職員資格取得介護体験は、学生の体験目標であるご利用者との積極的なコミュニケーショ
ンを中心にプログラムを組み、５日間の介護等体験をしていただく事業である。令和4年度は、
法政大学から１名依頼をがあり、受け入れを行った。次年度も当事業を通じて、義務教育に従
事する教員が、個人の尊厳や社会連帯の理念に関する認識を深め、教員としての資質の向上が
図れるよう、感染防止に留意しながら受入れを検討していきたい。

受   入   期   間 人数

ご利用者家族
福祉行政関係機関
福祉サービス事業者
檜原村内諸団体、他

季節の行事・夏祭り・外国人技能実習生紹介・他

１０．体験・ボランティア等の受け入れ状況

（１）介護・職場体験受け入れ状況　

（４）介護技能実習評価試験（外国人技能実習生）

12/26.29.1/5.16.19.23.26.30

教員免許法の特例による介護等体験事業

檜原中学校吹奏楽部

中止

中止

8/29～9/2

8/5　8/12 5名

0名

人数

1名自宅入浴困難

活   動   内   容 目　的

機械浴及びリフト浴の使用

12/19　 特養　日の出紫苑 初級試験　（学科試験　実技試験） 2名

7/14　1/18　2/22 特養　寿楽荘 専門級・初級試験（学科試験　実技試験） 10名
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9月

　　在宅福祉サービス事業活動報告
　地域包括ケアシステムの推進に応え、高齢者が住み慣れた自宅や地域で暮らし続けられるよ
うに“医療・介護・生活支援・介護予防の充実”を図ることを念頭に事業を行った。在宅福祉
部門（居宅介護支援事業・短期入所生活介護事業・障害者短期入所事業）は、地域の拠点とし
てご家族・保険者（地域包括支援センター含む）・地域医療機関・サービス機関などと連携を
密にし、在宅生活に困難さを生じている方（介護者不在・身体機能低下・虐待等）の相談に対
して対応を行った。新型コロナウィルス流行の中でも感染対策を施すことで、医療機関からの
情報提供や地域包括からの依頼により緊急のショートステイ受け入れも行った。介護者不在、
急激な体調や認知力の低下等が見られたが、在宅独居者や老老介護世帯という環境も関連して
おり、檜原村の住宅事情や限界集落的な地域事情も要因となっている。また、老老介護による
共倒れを防ぐべく、介護休養目的でのショートステイ利用も受け入れを行った。尚、令和 4年
度障害者短期入所事業については利用実績はなかった。
　令和 5年度も、住み慣れた在宅生活支援を念頭に地域貢献に寄与できるよう努めていく。

１．ショートステイサービス実施状況

月　　　別 4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

男　　　性 1 3 1 0 0 0 0 0 7

女　　　性 5 6 5 3 7 7

0 0

11月

3

0 2

9月 10月

　（２）ショートステイ介護度別利用状況（実人数）

5 9 71

介 護 度 4月 5月 6月 7月 8月 12月 1月 2月 3月 計

要支援1･2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

介護度1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

介護度2 3 4 2 0 2 2 1 3 31

介護度3 2 2 2 2 3 1 1 3 2

2 4

2

3 5

24

介護度4 1 1 2 1 1 1

3

3 3 1 0 0 0 14

介護度5 0 0 0 0 0 0 0 0 4

介護度 4月 5月 6月 7月 2月 3月 合計1月

0 0 0

8月

3 30

1

10月
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  新型コロナウィルス感染対策（入所初日の検温や抗原検査の実施など）を行いながら、地域
貢献と福祉資源活用の観点から、ショートステイ専用床及び空床を有効に活用することで受け
入れを積極的に行った。個室での受け入れであることから、プライバシーの保護や、在宅に近
い環境を提供する事ができたことで、より安心して利用していただけた。また、ショートステ
イを含めた施設全体の稼働率は、97.68％であった。尚、年間ご利用者の延べ日数は632日（昨
年比23％減※182日減）であった。（※ショート２床分稼働率は、86.5%）

　（１）ショートステイ月別ご利用者数（実人数）

計 6 9 6

5 76 6

5 7 7 7

632

1 5
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5 11

1 1 1
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77

　（３）ショートステイ介護度別利用日数（延べ日数）

合　　計 58 46 35 31 58 46

5

ショートステイご利用者平均介護度 2.95

43 62 48 67 51 87
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２．居宅介護支援事業実施状況
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高齢化率が上昇している檜原村において、ご利用者が住み慣れた地域・自宅にて生活が継続で
きる事を念頭に置き、存在する介護力を活用した支援に努めた。在宅生活の継続においては、介
護力や介護サービスのみならず、ご利用者の自立支援による生活力の底上げを考えながら、リハ
ビリや環境整備の支援、社会性、経済的な面からの視点を踏まえ、同時に日々の生活意欲の維持
に繋がるようコミュニケーション機会の提供を含めて行った。特に独居や高齢者のみの世帯で
は、生活上のリスクも多く、日常の家事一つに支障が生じただけでも、生活全体に影響を及ぼす
事も多い。こう言った支障についても単に介護サービスを提供するのみでなく、ご家族や関係者
の理解や協力を得る事により、一つの問題に留まらず、生活全体を支える事ができるよう支援に
努めた。一方、介護を担うご家族にも就労や所用があり、介護による負担は大きい時にご家族が
義務感から利用を躊躇しがちな短期入所利用についても、介護休養の為の積極利用を提案した。
その他、ご家族の支援が期待できない場合においては、行政と協働し、緊急保護的な短期入所の
調整も行った。来年度についても法人の理念の一つでもある「地域で暮らせる安心と信頼」及び
地域貢献を念頭に置き、関係機関と連携を密にしながら努めて行く事とする。

　（１）介護度別サービス計画数（サービス提供実績）※単位：人

予 防 委 託
( 要 支 援 ) 2 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7

　（２）ご利用者の移行状況 ※単位：人

計 0 1 1 1 0 0 0 2 8

　（３）サービス種類別計画数（介護給付：実績利用人数）※単位：人

地 域 密 着 型
通 所 介 護 12 12 12 14 15 15 16 16 15 15 17 17 176

桧原苑短期入所利用 5 8 5 3 4 8 603 5 6 4 5 4
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